
1.事業所の状況 2024/3/31 現在 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 0 2 9 8 5 24

女性 0 0 5 3 2 3 13

利用期間別利用者数

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年 １０年以上 合計

男性 3 4 6 11 0 24

女性 0 3 8 2 0 13

障がい種別ごとの利用者数(重複あり）

精神 知的 身体

男性 24 0 24

女性 12 2 14

支援区分別利用者数

区分２ 区分３ 区分４ 区分５以上

男性 3 18 3 0

女性 1 5 7 0

開所日数と利用実績

年間合計 年間平均

254 21.2

3013 251.1
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5

6

9

10

利用希望、新規利用および退所者の状況

見学者の状況

　のぞみ共同作業所(生活介護)  事業報告2023年度

（うち在宅支援）

延べ利用者数

開所日数

体験利用者数

2023年度は5名の新規利用者があったが、そのうちの４名は過去に何らかの形でのぞみ共同

作業所の事業を利用したことがある方だった。「生活リズムを立て直したい」「社会との接

点を持ちたい」「安心して日中通える場所がほしい」など、それぞれご自身の利用目的を

しっかり持ったうえでスムーズに利用を開始された。一方で外部の機関からの紹介で見学・

体験に来られた方々も数名いらっしゃったが、結果的にはお１人も正式利用につながらな

かった。ただ、見学・体験の期間を通してご本人やご家族、支援者の方とたくさんお話する

ことができ、のぞみ共同作業所の生活介護事業を知っていただく機会が持つことができたこ

とについては前向きにとらえたい。2024年度も引き続き、日々の支援を通じての関わりを丁

寧にしながら、外部に向けて事業所の活動や大切にしている思いを発信していきたい。

月初在籍者数

新規利用者数

退所者数

相談・見学件数



退所者の状況

苦情受付および事故の状況

年間合計

苦情件数 10

事故件数 0

苦情の概要、その後の対応について

苦情の内訳は、ミーティングやフリースペース中の他の利用者の言動に対する苦情が3件、職員の対応に対する
苦情が5件、ボランティアさんに対する苦情が5件だった。
2023年度は意識的に苦情を苦情として取り上げ、その都度利用者ミーティング等で公表し、職員で話し合った対応
策について報告をさせていただいた。そのやりとりを継続していることで、事業所内で利用者が安心してご自身の
意見を言える雰囲気が広がったように思う。

退所者は6名あった。A型事業所へ行かれた方、B型事業所へ行かれた方、しばらく利用がな

く受給者証の更新のタイミングで契約を終了された方など対処の理由は様々だが、職員との

言葉のやり取りの中で行き違いがあり、ご本人は利用し続けたいと思ってくれていたのに退

所に至ってしまったケースがあった。利用再開に向けての話し合いを始めようとしていたと

きにご本人が亡くなってしまったため、もう一度ご本人と一緒に活動をすることはかなわ

ず、大きな心残りとなっている。



3.事業所での活動内容

（1）プログラム活動について

　2023年度より就労移行支援を廃止し生活介護と就労定着支援を実施する事業所として再スタートを切っ

た。スタッフの異動、事業所の引っ越し等、環境の変化が多い1年だったが、利用者のみなさんは新しいス

タッフや新しい場所にもすぐに慣れられ、大きな混乱なく1年間を過ごすことができた。

　利用者ｍｔｇの意見のやりとりから、新しいプログラムが企画されることが多かった。「スマホで情報交

換をするプログラムをしたい」「ゲーム大会をしたい」など、実現したプログラムはどれも好評だった。コ

ロナウイルスが5類に分類されたことで、外に出かけることも増え、久しぶりのランチレクや、生活介護事

業としては初めての日帰りバスツアーも開催できた。

　また、土曜日開所や祝日開所が増えたのも2023年度の特徴といえる。特に土曜日は開所していてありが

たいという声が多く、平日とほぼ変わらない人数の利用者に利用していただいている。

　4月から就労移行の内職の一部を受け継いだことで、内職のプログラムが増えた。就労意欲や自信にも繋

がっている。

　たくさんの方に生活介護を利用してもらい、みなさんに元気になっていただくにはどうしたらいいか、1

年間考え続け、プログラムの種類や回数、時間帯等を工夫した。その結果、2023年度は過去最多の利用者

の方に利用していただくことができた。一方、大人数ではなく個別でのプログラムを希望される方もおり、

そのようなケースについてもできる限り対応したいと考えてきたが、通常のプログラムを開催している時間

帯においてはスタッフの手が足りないことが多くなっており今後の課題となっている。

（2）相談支援

　スタッフの人数が増えたことで、突然の来所による相談などに柔軟に対応できたことは良かった。また、

同じくスタッフの人数が増えたことで、通院や買い物等の外出同行を実施する機会も増えた。

　この1年間は住居に関する相談が多く、引っ越しをして環境が変わった利用者も多かった。引っ越し後も

特に体調を崩すことなく、利用を続けられている。

　引き続き、電話での相談も多い。電話に関するルールを設けさせていただいてからは通話時間など意識し

てくださる利用者が増えたが、電話がつながりにくい時間帯も多くなってきている。

　定期的な面談や職員からの働きかけにより、個別支援計画を意識して利用してくださる利用者が多かっ

た。お一人お一人からこまめにお話を聞かせていただくことの大切さを改めて感じている。

　ご家族からの相談も何件かあり、面談をさせていただくこともあった。2024年度はご家族と関わる機会

をさらに増やしていけたらと思う。

　利用人数が増えたことで、利用者がモヤモヤを抱える頻度が増えた印象で、そのあたりかきっかけとなる

苦情が多かったように思う。些細なモヤモヤも率直に伝えていただける雰囲気ができたことは良かったと感

じている。



（3）地域交流活動

　今年度は多くのボランティアさんに事業所の活動に参加していただいた。大きなイベントのときだけでな

く、調理や内職等、日常の活動に参加され利用者と自然と交流していただけている。アムールのみなさんに

は定期的にアムールサロンを開催していただいている。アムールのみなさんとの時間を大切にしておられる

利用者が多く、毎月の楽しみになっている。

　また、2023年度は初めて吹田えぇもんフェスタに出店。商品を出品するだけでなく、店番も担当させて

いただいた。自分が作った商品が人の手に渡る瞬間を見届けられる貴重な機会になり、参加した利用者は充

実感を持っておられた。ハートふれあい祭り、はぴすまでの実演販売、大学の学園祭でのワークショップも

含め、地域のみなさんにのぞみ共同作業所を知っていただく機会が格段に増えた1年だったと感じている。

　2月は吹二地区福祉委員会の手話講座に参加。今のところ、地域の福祉委員さんと関わりが持てる数少な

い機会であるが、参加する利用者が少ない。今後も告知をしっかりとしていきたい。

（4）生産活動

　2023年度から、生活介護事業の内職としてうなぎのタレシール貼りを行っている。今まで内職というと

就労移行のプログラムという印象が強かったが、1年をかけて取り組んできたことで生活介護のプログラム

の１つとして利用者の中でも定着してきているように思う。和気あいあいとした雰囲気で作業をされている

が、工賃をもらえることにやりがいを持って、お仕事として取り組んでいただいている。利用者同士で協力

している姿も見られ、利用者間での交流の機会にもなっている。

　はぴすまのぞみ月間やえぇもんフェスタなど、一度にたくさんの商品を納品するイベントに出品させてい

ていただいている。商品を作成する際に「作りたいもの作る」ということだけでなく「買ってもらえそうな

ものを作る」と意識される方も増えている。創作プログラム以外のフリースペースや個別プログラムの時間

を利用して積極的に作成を続ける利用者もいた。はぴすまのぞみ月間では、新たな試みとしてアロマワック

スサシェの実演販売もさせていただき、多くの一般のお客さんから商品について直接お褒めの言葉をいただ

いたことで、参加した利用者は大いに自信を深める結果となった。

　イベントが続き多忙ではあったが、それを乗り切ることができたことが利用者の自信に繋がっているよう

だった。イベントを通じ、利用者同士の交流の機会も増えている。

　



（5）就労定着支援

　2023年度の始まりは７名の利用者が利用されていたが、年度内でその内３名の方が終了を迎えた。3名と

も満期による終了であり、フォローアップ期間も含めて３年半無事に働き続けることができたということ。

もちろんご本人のがんばりが一番大きいが、職場や関係機関と連携しながら必要な支援を行ってきた結果で

あり、支援者としてもうれしく思っている。

　残りの４名のうち、３名はこちらの都合で利用期間をまだ残しての終了となる。そのため、継続して働い

ていただくための通常の支援とは別に、終了後を意識していただくかたちで、ご本人、家族、職場から意見

をうかがい、のぞみ共同作業所の就労定着支援が終了した後もご本人が安心して働き続けられるように丁寧

に話を進めている。

　

（6）職員の資質向上

　2023年度は外部の研修に複数の職員が参加し、それぞれの分野の学びを深めることができた。一方で他

の職員への伝達研修や、事業所内での研修を1度も実施できなかったことは大きな反省点だと感じている。

2024年度はさらなる職員の資質向上のため必ず実施したいと考えている。

　スタッフmtgでは、スタッフ間で想いを共有する時間を設けた。日々の業務の負担を少しでも軽減し、働

きやすい環境を作っていくにはどうしたらいいかについて話し合い、日報の簡略化やノー残業デイの実施に

取り組んだ。

（7）情報提供

　事業所のパンフレットについて、必要性を感じながらもなかなか作成することができずにいたのだが、大

学でワークショップをした際に利用者がお客さんから「どのような活動をしているのか」と聞かれることが

あり、その利用者が「パンフレットがあった方が説明しやすい！」と職員に伝えてくれた。そこから話が進

み、事業所のパンフレットを完成させることができた。できあがったパンフレットを持って各所に出向き、

まずはのぞみ共同作業所を知っていただく機会を増やしていきたい。

　アロマワックスサシェに取り組んでいる利用者から「自分たちの声をみんなに届けたい」と声があがり、

利用者の想いを載せたペーパーを作成した。外販時にお客さんにお配りしている。ペーパーにはのぞみ共同

作業所ＨＰのＱＲコードも掲載している。

　ガーデニア便り、ＨＰの更新は変わらず続けている。

　2月から3月にかけては、報酬改定を受けて「事業所運営アンケート」を実施した。報酬改定についてシビ

アな現状を含めて利用者にお伝えしている。利用者も巻き込んでみんなでのぞみ共同作業所の今後の活動内

容について考えることができた。利用者のニーズや共同作業所への想いを知ることができ、スタッフとして

も励みとなった。

　



4.職員の状況

職員会議の実施状況

回数

22回

法人内のプロジェクト担当

担当者 回数

篠原 19回

篠原 7回

信田 5回

礒野 6回

聞き合うワーク 礒野 10回

防災チーム 入澤 4回

管理者会議 入澤 30回

対外的な活動

担当者 回数

篠原 5回

入澤 3回

三品・入澤 12回

入澤 8回

吹田の障がい者福祉と医療を進める会 障がい福祉や医療の向上に向けた情報交換と話し合い

働く場事業団授産部門会議 主にはぴすまの活動についての話し合い

働く場事業団事務局会議 働く場事業団の活動についての話し合い

法人の運営について話し合い

名称 内容

ハートふれあい祭り実行委員 ハートふれあい祭り開催のための話し合い

出納職員交流会 会計担当職員の交流会

防災についての取り組み、BCPの作成

生活介護mtg 予定の確認、プログラムの内容、利用者の支援等について

名称 内容

のぞみスクラム会 のぞみ便りの編集等

法人内研修の実施

虐待防止委員会 第3者委員の聞き取り、虐待防止の取り組みについて検

事業所連絡会 法人の事業所運営について話し合い

名称 内容及び状況

（8）感染症や災害に対する取り組み

　8月に職員2名がコロナウイルスに感染した。その後すぐに利用者1名の感染が判明したため、2日間事業

所を閉所した。閉所中は感染状況の把握に努め、利用者のみなさんには電話による支援を提供させていただ

いた。結果としてそれ以上の感染拡大は認められず、その後はスムーズに事業所の活動を再開できている。

日常的には、コロナ禍以前と変わらないような活動をできるようになっているが、引き続き、基本的な感染

対策については利用者に呼びかけていきたい。

　防災に関する取り組みは定期的に行っているが、実際に災害が起こったことを想定しての避難訓練はあま

りできていないように思う。行政や専門の機関の方々からもアドバイスをもらいながら、2024年度は避難

訓練を行いたいと思っている。



事業実施状況

定例

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

劇プログラム　人と防災未来センター見学　近隣散策（江坂）

2023年度

事業所活動

・調理・創作・昼食会（月4～5回）・たこやき（月1回）　・ピンポン（月1回） ・ボッチャ（月1回）

・グループワーク（毎週水曜日、第2、4金曜日）　・フリースペース（週1回）・椅子ヨガ（月3回）　・

看護師さんを囲んで（月1回）　・エンジョイ♪音の会（月1回）　・第2金曜日の会（月1回）　・パソコ

ンサロン（月2回）　・アムールサロン（月1回）　・利用者ミーティング（月1回）　・ピアカン本人

（月1回）　・内職作業（月8～9回）　・ポスティング（年４～５回）　・ガーデニアだより綴じ（月１

回）　・麻雀大会（月1回）　・誕生日会（年3回）

初心者将棋の会

吹二地区福祉委員会手話講座に参加　初心者麻雀の会　近隣散策（グリーンプレイス）

初詣　祝日開所（調理・創作）　土曜日開所（ゲーム大会）

吹二地区福祉委員会手話講座に参加　季節を感じよう（節分）土曜日開所（お菓子作り）　祝日開所（ブ

ルーリボンに行こう）

日帰りバスツアー（淡路島）　ひらかたパーク　バスケ観戦　信田さんを送る会　ハートふれあい祭り

季節を感じよう(七夕)　映画鑑賞会　ゲーム大会　サフラン個展見学　祝日開所（たこ焼き）　初心者将

棋の会

祝日開所（ゲーム大会）　コロナのため2日間閉所　大和大学出張講座　吹二地区福祉委員会手話講座に

参加　初心者麻雀の会

防災大掃除　スマホ情報交換会　ランチレク（エキスポシティ）　関西福祉科学大学より実習生

天王寺動物園　えぇもんフェスタ出店　大阪学院大学学園祭参加

祝日開所　サッカー観戦　吹二地区福祉委員会手話講座に参加

のぞみ合同ボッチャ大会　第3者委員中西さん訪問　障がい者週間ロビー展示　Sさんをしのぶ会　歯科検

診　忘年会　大掃除



三品遥 10 ： 00 ～ 17 ： 00 面接相談技術基礎講座 〇 主催：大阪府社会福祉協議会

入澤隆一 9 ： 50 ～ 17 ： 00 スーパーバイザー養成基礎研修 〇 主催：大阪府社会福祉協議会

篠原早紀 14 ： 00 ～ 16 ： 30 ギャンブル等依存症の理解と対応（オンライン） 〇 主催：大阪府こころの健康総合センター

篠原早紀 10 ： 00 ～ 16 ： 00 災害や事件、事故後のこころのケア～PFAを学ぶ 〇 主催：大阪府こころの健康総合センター

篠原早紀 ： ～ ： 障がい児者施設の虐待防止（オンライン） 〇 主催：大阪府社会福祉協議会

信田涼 10 ： 00 ～ 16 ： 30 サービス管理責任者基礎研修 〇 主催：大阪府社会福祉事業団

信田涼 10 ： 00 ～ 16 ： 30 サービス管理責任者基礎研修 〇 主催：大阪府社会福祉事業団

三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 法人内研修

三品遥 13 ： 30 ～ 16 ： 30 ひきこもりの理解と基本の対応　～聴く・伝えるスキル～

礒野和美 9 ： 30 ～ 17 ： 30 相談支援従事者研修　初任者研修 〇 主催：大阪府社会福祉事業団

礒野和美 9 ： 30 ～ 17 ： 30 相談支援従事者研修　初任者研修 〇 主催：大阪府社会福祉事業団

信田涼 20 ： 00 ～ 21 ： 30 土井高徳先生リモート講演会「愛着について」 〇

三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 法人内研修

入澤隆一 10 ： 00 ～ 11 ： 45
ユニバーサルデザインのまちづくり

-公共施設、公共交通機関のバリアフリー化を目指して-
〇 障がい者週間記念事業　シンポジウム　

三品遥 18 ： 00 ～ 20 ： 00 愛着障害と発達障害の理解と支援 〇 〇 吹田市障がい福祉サービス　日中活動事業連絡会

三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞き合うワーク 〇 法人内研修

篠原早紀 17 ： 30 ～ 18 ： 45 障がい等がある人の意思決定支援の考え方や実践を学ぶ 〇 〇 千里山・佐井寺障がい者相談支援センター

三品遥 17 ： 30 ～ 18 ： 45 障がい等がある人の意思決定支援の考え方や実践を学ぶ 〇 〇 千里山・佐井寺障がい者相談支援センター

礒野和美 17 ： 30 ～ 18 ： 45 障がい等がある人の意思決定支援の考え方や実践を学ぶ 〇 〇 千里山・佐井寺障がい者相談支援センター

三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞き合うワーク 〇 法人内研修

篠原早紀 14 ： 00 ～ 16 ： 00 アフターコロナにおけるこころの健康づくり 〇 〇 吹田市メンタルヘルス市民講演会

10月5日

10月6日

11月11日

10月12日

備 考

7月14日

9月14日

9月20日

10月4日

8月24日

8月25日

6月2日

6月15日

7月10日

7月13日

2023 年 度 研 修 参 加 実 績 事業所名：　　　　　のぞみ共同作業所　(生活介護）　　　　　　　　　　　　　　

①

人

権

③

資

格

④

管

理

者

⑤

新

人

⑥

Ｓ

Ｗ

⑧

そ

の

他

⑦

法

律

②

事

業
氏名 開 催 日 研 修 時 間 研 修 テ ー マ

11月13日

11月16日

1月18日

1月18日

1月18日

1月25日

2月15日



三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 法人内研修

三品遥 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 法人内研修

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

: ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

2月15日

3月14日



1.事業所の状況 2024/3/31 現在 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 0 1 3 1 4 9

女性 0 0 3 5 3 5 16

利用期間別利用者数

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年 １０年以上 合計

男性 1 1 0 2 5 9

女性 0 0 6 3 7 16

障がい種別ごとの利用者数（重複あり）

精神 知的 身体

男性 9 0 0

女性 13 4 0

支援区分別利用者数

区分２ 区分３ 区分４ 区分５以上

男性 4 5 0 0

女性 1 11 4 0

開所日数と利用実績

年間合計 年間平均

278 23

2,702 225

25

1

1

5

3

利用希望、新規利用および退所者の状況

（うち在宅支援）

見学者の状況

2023年度は新規見学者も少なく、1名新たな利用者が増えるのみにとどまっている。

利用者増を目指し、各関係機関への営業活動なども検討したが、年度後半からはブ

ルーリボンをB型事業所へ変更していくための動きに切り替わったため、生活介護事業

所として積極的に利用者を増やすことに取り組むことができなかった。しかし、B型事

業所へと変わることが見込まれる話をしていくことで、B型で働くことに興味を持たれ

ている方がいるとお話をいただくようになり、4月以降新規見学や体験などの希望が相

次いでいる。

月初在籍者数

新規利用者数

退所者数

相談・見学件数

体験利用者数

開所日数

ブルーリボン(生活介護)  事業報告2023年度

延べ利用者数



苦情受付および事故の状況

年間合計

2

0

苦情及び

事故の概

要、その

後の対応

について

利用者間のトラブルから苦情を受け付けたケースがあった。Aさんの私物をBさんが勝手に触って

いた、という内容であったが、スタッフが同席していない場面であったため、事実確認が難し

かった。両者から話を聞いたうえで、お互いが利用を継続できるよう環境の改善に努めている。

具体的には、私物を他の利用者や職員も触れないように、鍵付きの荷物入れを導入している。

また、ほかにも利用者の個人情報を、別の利用者がボランティアさんに話してしまう、というこ

とも起こっている。情報を漏らしていた利用者に自覚はなく、話されてしまった利用者もことを

荒立てなくないと職員からの注意を望まれなかった。しかし、今後も同じような事が起こってし

まう可能性があるため、該当する利用者に対してということではなく、事業所全体で個人情報の

取り扱いについて話し合う機会を設けたいと考えている。

苦情件数

事故件数



2.生産活動

年間合計 年間平均

収入 2,703,909 225,326

支出 1,003,161 83,597

支払工賃総額 1,700,000

平均工賃月額 5,813

平均工賃時給 462

授産種目①

授産種目②

授産種目③

授産種目④

3.事業所での活動内容

〇珈琲染め活動について

・2023年度の珈琲染め活動を振り返ると、年度初めにコロナが５類感染症の分類となり、地域の中のイベントで地

域住民の方々と接する機会が増えたことにより、活動の活性化に繋がったことが挙げられる。自身の作った作品を

お客さんの手に取ってもらい、目の前で購入してくださることへの喜びの声をこの一年の中で何度も聞かせていた

だいた。逆に買ってもらえなかった作品については、お客さんの手に取ってもらうにはどうすればよいか、作品を

制作するにあたって考える機会にもなっている。こうして利用者同士が互いに刺激しあいながら活動を続けていく

中で、利用者から「こんな作品を作りたい」「こうした意図で描いています」など、作品を通した自己表現の声も

多く聞かせていただいた。そういった経緯から新たな作品を作るためにチームを作り、役割分担しながら制作して

いくことで、みんなで一つのものを作る喜びと達成感を感じていただけたと感じている。

喫茶・菓子製造販売

コーヒー染め

さたけん家

佐竹台近隣センター共同トイレ清掃

〇喫茶部門の活動について

　2023年度は喫茶店の営業再開に向け動き始めることができた。この4年ほぼ製菓の取り組みしかできず、注文を

こなすことだけでも精いっぱいになっていたこともあり、利用者に改めて「営業を再開するためにはどうすればよ

いか？」ということを投げかけ、ミーティングを重ねて新たな形での店舗営業につなげることができた。11月から

再オープンをし、少しずつ客足は落ち着きつつあるが、月に1回程度は休日にも営業し、法人内の他事業所の利用者

が来ることができたり、ブルーリボンの利用者も休日の落ち着ける場として利用できたり、地域の中で営業を続け

ていくことに意義を感じている。しかし、店舗の使い方としてはまだまだ有効な活動ができると感じている。ギャ

ラリーの利用など、2024年度は新たな取り組みも始めていきたい。

　また、製菓の作業も変わらずたくさんの注文をいただけるようになっている。昨年度からつながりができた五月

が丘ふれあいサロンを経由した注文も増えている。引き続き、ブルーリボンの商品を知っていただき、たくさんの

方から手に取っていただけるお菓子作りを続けていきたい。



4.職員の状況

職員会議の実施状況

回数

法人内のプロジェクト担当

担当者 回数

久留宮・大

口

吉武

対外的な活動

担当者 回数

吉武

久留宮

吉武・西島
吹田市障がい者の働く場事業団授産

部門会議
吹田市障がい者働く場事業団の運営に関すること

内容

〇施設外活動

　新型コロナ前に事業所で恒例となっていたバイキングとカラオケに行く忘年会の開催をすることができた。日帰

りバス旅行では、日ごろのレクリエーションに参加されることが少ない利用者も参加を希望され、思い思いに旅先

での食事や観光を楽しまれていた。普段の活動中とはまた違った雰囲気の中で、メンバー、ボランティアさん、職

員共にとても充実した時間を過ごせたように思う。

　忘年会や旅行と同じく聞き取りでご希望の多かった事業所の枠を超えた多方面での交流という点においても、の

ぞみスクラム会企画のボッチャ交流会という形で、のぞみ福祉会の他事業所のメンバーさんやスタッフと久しぶり

に顔を合わせて一緒に活動ができた。今年度から新しく開催することになった地域イベントへの出店のお声掛けを

いただき、出店以外にもスポーツを通して学生さんなど多世代の方と関り、事業所内の活動だけでは見ることので

きなかった利用者の一面を見せていただいた。

　新型コロナの5類移行後、感染防止や安全についての視点は持ちながらメンバーと話し合いを重ね、コロナ禍以前

に行っていた活動を再開させたり新たな活動を行うことができた一年だった。施設外の活動を通して利用者同士や

職員の間だけでなく、地域の皆さんとも顔を合わせてお互いのことを知り合う機会を今後も持っていきたい。

名称 内容及び状況

生活介護ミーティング 研修報告・今後の事業の在り方・年間行事・ケースカンファレンス等

ブルーリボンミーティング 研修報告・今後の事業の在り方・勤務予定・ケースカンファレンス等

のぞみスクラム会 のぞみ福祉会の取り組みについて・のぞみ便り編集

名称 内容

管理者会議
のぞみ福祉会の運営に関すること

亥子谷コミュニティ協議会

高齢者障がい者支援部会 定例会

地域で高齢者・障がい者が安心して暮らせる社会づ

くりを考える亥子谷コミュニティセンターで行われ

る会議

共同受注会議
吹田市障がい者働く場事業団授産部門内のクッキー

販売に関する共同受注の部門会議

名称



事業実施状況

定例

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

レク（初詣）

ふれあいサロンバザー出店、亥の子高齢者障がい者支援部体験談発表、ブルーリボン食堂、レク（梅

見：服部緑地公園）

山田ふれあいフェスタ出店、ハートふれあい祭り、多世代交流会参加、防災街歩き、吹南地区福祉祭り

出店、日帰りバス旅行（有馬温泉）、ギャラリー展示（2人展 電車を撮る）

レク（サフラン個展見学）、ふれあいサロン手作り市出店、レク（ふたばボール）、ブルーリボン食堂

東佐井寺小学校夏祭り出店、カレーの会、学生交流会（風船バレー）、大和大学体験談発表会、レク

（万博ららぽーと）

ふれあいサロンイベント参加、ブルーリボン作品展、クリスチャンセンターバザー出店、レク（さたけ

家昼食会）

えぇもんフェスタ出店、レク（アサヒビール工場見学）、さくらフェスタ出店、甲東教会バザー出店

第三者委員聞き取り、千里新田地区文化祭出店、いのっこ祭り出店、みんなの食堂出店、レク（万博記

念公園）

のぞみ合同ボッチャ大会、亥子谷コミセンボッチャ大会、輪にネット五月が丘交流会、クリスマス会、

忘年会

レク（伊丹空港）、ふれあいサロン手作り市出店、レク（神戸博物館ジブリ展）

2023年度

事業所活動

角谷クリニック・サフラン・のぞみ共同作業所・はぴすま・五月が丘ふれあいサロンなどケーキ販売＆

配達。（各月1回程度）

コーヒー染め（毎日）、さたけん家（週1回）、佐竹台近隣センタートイレ清掃（週3回）、連絡会（適

時）朗読工房（月1回）、チャンゴ練習（月1回）、昼ごはんでっせぇ（月1回）、パソコンサロン（適

時）、ヨガ（月1回）、ブルーリボンmtg（月1回）、コーヒー染めmtg（月1回）、レクレーション

（適時）、のゼミ（月1回）、健康勉強会（月1回）、五月が丘ふれあいサロン当番（月1回）、ブルー

リボンコーヒー染め作品展（年1回）

連絡会、レク（ニフレル）、ふれあいサロン手作り市出店、ボッチャ、北千里街中リビング出店

内本町コミュニティセンターコーヒー教室、防災ワークショップ、ブルーリボン食堂、レク（伊丹空

港）



西島彩夏 10 ： 00 ～ 17 ： 00 面接相談援助技術基礎講座 〇

久留宮・大口・吉武・西島 16 ： 30 ～ 19 ： 00 障がい児者施設の虐待防止研修～よりよい支援のために～ 〇 〇

久留宮・大口・吉武・西島 17 ： 30 ～ 19 ： 30 障がい児者施設の虐待防止研修～よりよい支援のために～② 〇 〇

久留宮祐樹 13 ： 00 ～ 16 ： 00 障がい福祉サービス事業所における虐待防止委員会の設置と運営 〇

吉武愛美・西島彩夏 8月7日 18 ： 30 ～ 20 ： 30 多様性について考える 〇

吉武愛美 9 ： 00 ～ 18 ： 00 精神医療フォーラム2023～拓く、現在地を越えて～ 〇

吉武愛美 20 ： 00 ～ 21 ： 30 愛着について 〇

吉武愛美 20 ： 00 ～ 21 ： 30 愛着について② 〇

吉武愛美 14 ： 00 ～ 18 ： 00 リベンジアディクション 〇

大口圭香・西島彩夏 17 ： 30 ～ 18 ： 45 障がい等がある人の意思決定支援の考え方や実践を学ぶ 〇

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

氏名 開 催 日 研 修 時 間 研 修 テ ー マ

7月14日

9月8日

⑧

そ

の

他

備 考

6月2日

7月3日

2023 年 度 研 修 参 加 実 績 事業所名：ブルーリボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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業
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⑦
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権

9月10日

10月6日

10月30日

1月21日

1月18日



1.事業所の状況 2024/3/31 現在 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 2 2 3 7 5 19

女性 0 0 1 1 2 2 6

利用期間別利用者数

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年 １０年以上 合計

男性 0 4 4 6 5 19

女性 0 0 1 1 4 6

障がい種別ごとの利用者数

精神 知的 身体

男性 18 1 0

女性 6 0 0

支援区分別利用者数

区分２ 区分３ 区分４ 区分５以上

男性 3 14 2 0

女性 0 4 2 0

開所日数と利用実績

年間合計 年間平均

270 23

2808 234

28

0

4

2

1

利用希望、新規利用および退所者の状況

体験利用者数

〇6月の見学、体験利用者は、亥子谷障がい者相談支援センターからの紹介。ただ見学

もお試しのような形で、利用に向けての具体的な進捗はまだない状況。

〇7月の見学者は、のぞみ共同作業所生活介護の利用者。共同作業所から異動になった

職員のいるきらめきに関心を示された様子。今後体験を行う予定。

〇退所者1名は、きらめきまで自転車で通所をする体力に自信がないとのことから、通

いやすい共同作業所の利用に絞るということで利用終了。

〇退所者1名は、就労継続支援事業B型と併用して利用されていたが、ステップアップ

として就労継続支援事業A型を利用されることになり、それに伴い利用終了。

〇2月の退所者は、プログラム中にトラブルとなり、そのまま通所が途絶え退所とな

る。計画相談に支援の継続を依頼している。

〇3月の退所者は、住居変更に伴い退所。

在籍者数

新規利用者数

退所者数

相談・見学件数

見学者・退所者の状

況

開所日数

2023年度 　きらめき(生活介護)  事業報告

延べ利用者数



苦情受付および事故の状況

苦情及び事故の概要、その後の対応について

※苦情

〇7月の苦情：きらめきの共用のボールペンを私物化するのはやめてもらいたいという意見。テーブルの上

から無くなるのは事務室など1か所にボールペンが集結してしまっていることが原因なのだが、納得され

ず。利用者ミーティングで「使いやすいきらめきに向けて」をお話させていただいた。

〇7月の苦情：掃除について、一部の人たちが全く参加していないことが納得できないという内容。体調や

身体的なことが理由で動きづらい方がいるのも理解されているが、それでも食後さっさと横になって休んで

いるのは違うと思うということ。確かにそのとおりであり、職員から対応させていただくことをお約束し

た。

〇9月の苦情：利用者と職員間のSNSの使い方についての意見。一旦きらめきの職員は利用者間とのSNSの

取り扱いについては個人情報保護にも留意しながら従来通りの対応を続けることを各利用者に説明した。

〇10月の苦情：利用者本人が体調を崩されていたことも要因だったかしれないが、職員からの声掛けの仕

方や内容について提言があった。当該職員とは別の職員も間に入り、改めて謝罪と話し合う場を持ち、解決

となった。

〇11月の苦情：写真部部長である職員が写真部の活動に参加しなかったのはいかがなものかとの内容。そ

もそも写真部部長自体が存在しないことと、職員体制のことなど参加しなかった理由をお伝えしたが、本人

は納得はされず。

〇11月の苦情：きらめき内でゆすりが行われているのではないかという訴え。当事者たちに事実確認を

行ったところ、そのような事実はなかった。本人に説明すると、まだ疑心暗鬼の様子ではあったがひとまず

納得されている。

〇12月の苦情：AさんBさん両者から「相手のことがしんどい」というお話を何度も聞かせていただいた。

それぞれからお話を聞かせていただき、関係調整につとめた。

〇3月苦情：夕食会メニューに関する内容。ご本人の食べたいものとみんなが決めるメニューがなかなか一

致せず、みんなで話し合うことに。

苦情件数

事故件数

年間合計

8

3

※事故・ヒヤリハット

〇件数には上げていないが、利用者だけでなく職員も延長コードにつまずくことがあった。暑さの中で扇風

機を自由に動かせるようにと延長コードにつないでおり、何かよい工夫ができないか模索。

〇10月のヒヤリハット：喫煙室で、利用者が丸椅子から転がり落ちてしまっていた。利用していたのがパ

イプ製の丸椅子だったため、今後怪我がないよう少し頑丈な椅子に買い替えることを職員間で話し合った。

〇11月のヒヤリハット：自宅で転倒され骨折されたケースが2件あった。生活で困っていることはないか聞

かせていただき、状況に合わせて通院同行などを行った。

〇12月のヒヤリハット：イベント時に転倒をし、階段から一段二段落ちてしまう事故があった。この利用

者の身体的な状況がかなり悪化していることから、自宅内、きらめきでの転倒事故が頻発してきている。今

後どう支援を行っていくかが課題。



2.生産活動

年間合計 年間平均

収入 214,950 17,913

支出 78,616 6,551

支払工賃総額 143,420 11,952

平均工賃月額 1,772

授産種目①

授産種目②

3.事業所での活動内容

佐竹台地区マンション清掃業務

バザー出店

〇利用者の状況

2023年度の総利用者数は2808人で、1か月平均が237人となっている。2022年度と比較すると総利用者数は64人減

で、2022年度よりも18日多い270日開所した影響もあり、1日平均利用者数も2022年度の11.4人から10.4人に減少

している。2022年度は在宅支援で72名実績があり、2023年度はコロナ禍の在宅支援が終了したことも考えると、ほ

ぼ横ばいとはいえるかもしれないが、結果として過去最高だった2022年度の数字を上回るという目標を達成すること

ができなかった。

2023年度はブルーリボンとの主従関係を解消し、定員20人の一事業所として運営をスタートした。のぞみ福祉会の事

業再編の中で、きらめきの常勤スタッフも増員することができ、まさに新規の利用者を確保して今まで以上に支援の

充実を図るべく取り組み始めた。しかしスタッフの増員があったにもかかわらず、結果として思うような支援体制を

構築できなかった。新規利用者確保のための取り組みを進めることができず、最終的に新規利用者が１人もいない１

年になってしまった。この点については、きらめきとしては大いに反省をしており、新規利用者がいなかった原因も

含め、改めてきらめきの在り方を問われることになると感じている。

しかしそんな中ではあるが、毎月200名はコンスタントに超えることができ、過去最高だった2022年度にほぼ匹敵す

るぐらいの利用者に来ていただけたということは、これまでのきらめきの活動の成果が出ているとも感じることがで

きるし、そして何よりも利用者の皆さんに支えていただけた１年だったと痛感している。

2024年度は職員体制も変わり、新たなスタートを切っている。2023年度の反省を生かした新たなきらめきを作って

いけるようにしたいと思う。

〇個別の支援とグループの力動の融合

2023年度も、前年度に引き続き、これまで退院生活の継続が難しかったＡさんや、入退院を繰り返しているＢさんと

は特に個別の関わりを重点的に行った。

数か月単位での目標を立てながら、それに向けて何ができるか、日常の出来事をどうとらえていくかなど確認しなが

ら、丁寧に関わった。目標の一つとして大和大学看護学部で行われた体験談発表がある。そこではAさんもBさんも

しっかりと発表することができた。これまでのご自分の生活を自分でまとめることで「今も生活は最悪だと思ってい

たが、実際はそうではなく、過去の自分と比べると今は案外良い生活だ」とAさんもBさんも口にされたことが印象的

だった。自分のことを冷静に振り返るという機会は日常の中にあまりあることではなく、またどうしてもご自分を否

定的にとらえがちでもあるため、こうして「実はあまり悪くないのでは」という考え方見方の経験もしていただけた

のが良かった。

また3月のハートふれあい祭りに「中島みゆきの会」として参加するという目標を立て頑張ってきた。残念ながらお一

人はちょうど入院と重なってしまい、外出や外泊などで参加できないか病院側と調整も行ったが、感染症が増えてい

る時期だったため、それもかなわなかった。こうして残念ながら欠席にはなってしまったものの、「きらめきには友

達がいる」「きらめきでは好きな歌を歌うことができる」「退院後もきらめきに通所したい」などご本人のお気持ち

を知ることができ、支援者として嬉しいこともあった。そしてこの方はハートふれあい祭りには間に合わなかった

が、退院してからきらめき内で皆に歌を披露する機会を持てたことは良かった。

AさんもBさんもグループでの関わりはあまり得意ではないのかもしれない。しかし、個別でしっかりと関わることで

グループでの取り組みにも参加することができるようになった。今後も丁寧に関わっていきたい。



 〇創作活動の強化

2023年度は創作でできた作品の販売、展示を行う機会が沢山あった。これまでは、山田のふらっとサロンや五月が丘

福祉委員会の福祉のひろばでの展示がほとんどだったが、そこからきらめきの活動をたくさんの人に知っていただく

ことで、五月が丘にあるふれあいサロンからも販売してはどうかと声をかけていただいた。また、そのような販売の

機会だけでなく、地域の方からもこんな作品が欲しい、こんなもの作ってみては、と声をかけていただくことも増え

た。このように自分たちの作品が認められ、誰かが使ってくれている、ということからも利用者の自信につながっ

た。現在では利用者から「きらめきだけの個展がしたい」と希望が出ている。人とのつながりの中で生まれる自信や

希望を今後も大切にしていきたい。

○生活の充実に資するプログラムの開催

2023年度も利用者から出てきたニーズや希望に沿ったプログラムを行ってきた。サロンでの会話の中で、「外食に

行ったことがないから行ってみたい」「１人では行けないが皆となら行くことができる」「１人ではやる機会がな

い」「みんなと一緒なら取り組んでみたい」とお話を聞かせていただいた。そこで、お一人ではハードルが高く難し

いこでも、きらめきのレクリエーションとして行うことで実現できるように、定例外でそのような機会を作り、プロ

グラムとして開催してきた。それらは外食であったり花火であったりと日常の中で経験するものがほとんどで、何か

特別なことを行うというよりは、日常をより豊かにするため、楽しんでいただくための活動となった。利用者の中に

は入院中であったり、または一人暮らしをされている方など、いろんなことに取り組む機会を作りにくい環境にいる

ことも関係していたため、多くの利用者に参加していただけた。定例の活動だけでなく、このようにその都度出てく

る利用者のニーズに沿った形で、単発のプログラムをたくさん開催し、それが利用者の生活の豊かさにつながってい

ることを実感している。利用者からでてくる希望を、今後も大切にしたい。

〇様々な人とのつながりをつくること

2023年度も、きらめきではたくさんのボランティアさんが活動をしてくれている。きらめきでは、もう10年以上前か

ら社会福祉協議会が主催している精神保健福祉ボランティア養成講座の実行委員会に参画している。ここ数年、この

養成講座に参加し、きらめきに実習に来てくださったボランティアさんが継続してきらめきで活動していただけるよ

うになった。また、従来からきらめきの活動に関心を示してくださっていたアムールの会員さんや、五月が丘福祉委

員会のメンバーなど多方面からきらめきに関心を示していただける方が増えてきた。このような状況の中、ボラン

ティアさんの活動はきらめきの定例の活動である音楽の会や昼食会に参加だけにとどまらなくなった。たとえばボラ

ンティアさん主催パン作り教室が開催されたり、麻雀をボランティアさんとともに楽しむ麻雀交流会など、ボラン

ティアさん中心になるプログラムが飛躍的に増えている。また創作活動の展示会の準備や、バザー出店に向けた準備

など、これまできらめきだけで取り組んでいた部分にもボランティアさんがたくさん入ってくれて、一緒に取り組ん

でくれた。過去には外部の人たちが入ってくることに抵抗を示される利用者が多かったが、現在は一緒に活動するこ

とが当たり前の雰囲気になり、ボランティアさんが来ることを楽しみにされ、中には一緒に帰宅したり一緒に買い物

に出かける関係性を持つ利用者も出てきている。そしてこのようなたくさんのボランティアさんに支えられ活動して

いることへの感謝の気持ちを表することと、何よりもボランティアさん同士も同じきらめきで活動する一員として顔

合わせができる場として、季節ごとにボランティア交流会を開催した。開催日前には利用者がケーキを焼き、みんな

でそのケーキをいただきながら楽しくも暖かい時間を一緒に過ごしている。

きらめきが目指す、人とのつながりの中で回復するという目標を、ボランティアさんの力を借りて実現できているこ

とを2023年度は何度も感じることができた。



○地域の力を活用し、地域と協同する

2023年度も地域の方と協力をしながらたくさんの取り組みを行ってきた。

ひとつは五月が丘寄り添い隊（五月が丘地区の福祉委員、学生、社協、地域包括、障がい者事業所の連携で行う地域

貢献に関する取り組み）の活動で、認知症の方を支援するアプリを活用し地域の方と一緒に防災のスタンプラリーを

行った。きらめきのある五月が丘地区で、防災に関する場所や事業所などを回り、防災のクイズに答えていくこと

で、そこから災害が起きたときにどうしたらいいのかなどを皆で考えることができた。このアプリの中で使用されて

いる五月が丘の街の写真は、きらめき写真部の利用者が撮影した写真が採用されるなど、きらめきの力も寄添い隊の

取り組みに反映されている。

もうひとつは五月が丘防災で、月に一度開催される会議に参加するほか、総合防災訓練に利用者と参加し地域の方と

一緒に防災について学んだ。

これらの活動は、防災に関して学ぶだけでなく同じ地区にお住まいの方と顔見知りになるきっかけでもあり、きらめ

きの存在を知ってもらう機会にもなった。高齢者や障がい者という属性にとらわれるのではなく、町全体で町の全員

のことを考える取り組みであり、そこに障がい者事業所も一緒に参加しているということに大きな意義があると感じ

ている。あまり地域の活動に参加してこなかった利用者も、これまでのきらめきの活動も通して少しずつ地域に顔見

知りができたことで、安心して地域の防災の活動に参加することができ、それがさらに地域で生活する上での安心に

つながるというケースもあった。このように地域と共同で行う活動が広がっていくことは、利用者が安心して地域で

暮らしていけるということにつながっていくのだと感じる。今後もこのような関係づくりを続け、活動に参加してい

きたい。

○地域の力を活用し、共に活動する

地域とは協同の取り組みだけでなく、様々な形で共に活動してきた。

きらめきの地元になる東佐井寺公民館の公民館講座には、定期的に参加ができるようになった。公民館スタッフだけ

でなく、講座の講師からもきらめきの存在を覚えていただけるようになり、まさに地域の中に溶け込むことができる

機会となっている。講座に参加することできらめきスタッフだけでは提供できない活動を提供でき、利用者の活動の

幅を広げることはもちろん、講座の主催者や講師との関係つくりにも効果が出ていることを感じる。

また、コロナ禍でしばらく開催が中止されていた、山三地区公民館主催の亥子谷音楽祭が数年ぶりに開催された。も

ともとブルーリボンがずっと出演をしており、そのことを覚えてくれていた主催者が、是非出演をしないかとブルー

リボンを通してきらめきに依頼を出してくれた。きらめきの音楽の会にとっては自分たちの企画以外で初めての演奏

の機会だった。地域の皆さんに、きらめきの音楽の会の活動を知っていただく機会となり、主催者からは以前よりも

パワーアップしているとお声掛けもいただくことができた。

五月が丘福祉委員会とは、地域の障がい者事業所と福祉委員会の交流会、輪にネットin五月が丘を今年も開催できた。

きらめきのスタッフが五月が丘福祉委員会に参画するようになり、毎年きらめきの活動と福祉委員会とが繋がる取り

組みが実現できている。

ただ地域にお世話になるだけでなく、地域の中できらめきが存在感を示していくことが、地域や社会を変えていく

きっかけにもなることを感じる。それが一層利用者の地域生活の安心感や豊かさにつながることも実感しており、今

後もきらめきが地域の中でいろんな役割を果たしながら地域と共に活動していきたいと思う。



4.職員の状況

職員会議の実施状況

回数

8

47

法人内のプロジェクト担当

担当者 回数

下郡 29

渥美 3

下郡・渥美 6

下郡・渥美 5

対外的な活動

担当者 回数

下郡 9

下郡 12

下郡 10

下郡 6

下郡 6

下郡 11

下郡 7

下郡 2

下郡 3

下郡 9

下郡 3

下郡 2

亥の子谷・千里ニュータウ

ン地区地域会議学ぶラボ

亥の子谷・千里ニュータウン地区の地域会議の北ラボ

（学ぶ）

地域福祉計画推進専門分科

会
社会福祉審議会の地域福祉計画に関する専門分科会

吹田しあわせネットワーク

CSW会議
吹田しあわせネットワークの定例会

吹田しあわせネットワーク

学生支援プロジェクト

施設連絡会の取り組みで、学生支援に関するプロジェ

クト会議

亥の子谷・千里ニュータウ

ン地区地域会議

亥の子谷・千里ニュータウン地区の地域会議（事務局

含む）に参加

吹田市障がい者週間記念事

業実行委員会
障がい者週間記念事業の運営に関すること

五月が丘地区福祉委員会 五月が丘地区福祉委員会の運営委員会

吹田市社会福祉協議会施設

連絡会幹事会
施設連絡会の運営に関すること

吹田市障がい者の働く場事

業団授産部門会議
HAPPY&SMILEの運営に関すること

吹田市障害福祉サービス日中活

動事業所連絡会事務局会議
日中活動事業所連絡会の運営に関すること

吹田市障害福祉サービス日

中活動事業所連絡会
日中活動事業所連絡会の定例会

名称 内容

吹田市障がい者の働く場事

業団事務局会議
吹田市障がい者働く場事業団の運営に関すること

内容

内容及び状況

○総括

2023年度は冒頭にお伝えした通り、新規利用者がなく、きらめきとしても改めて活動を見直す時期が来ていると感じ

る。ただ、特にこの5年はきらめきも大きく変革し、利用者も増えて地域とのつながりも増え、取り組むことも増えて

きた。その分、スタッフの仕事も忙しくなっていることも事実ではあるが、何より、利用者の地域生活が豊かにな

り、今日も1日幸せだったという日々が毎日続くような、そんな活動をこれからも提供していけるように、新しいス

タッフ体制の中で頑張っていきたいと思う。

BRKR合同ミーティング 研修報告・今後の事業の在り方・年間行事・ケースカンファレンス等

きらめきミーティング 研修報告・今後の事業の在り方・勤務予定・ケースカンファレンス等

名称

名称

事業所連絡会 のぞみ福祉会の事業所運営に関すること

管理者会議 のぞみ福祉会の運営に関すること

防災会議 のぞみ福祉会の防災に関すること

出納職員交流会 のぞみ福祉会出納職員による交流会



渥美 8

渥美 8

下郡 4

渥美 2

下郡 5

下郡 3

五月が丘地区寄添い隊会議
五月が丘地区の福祉委員、学生、社協、地域包括、障

がい者事業所の連携で行う地域貢献について

吹田の障害者福祉と医療を

進める会役員会

障がい者福祉の向上に向けた、市民・行政・議会への

啓発活動に関すること

輪にネット交流会実行委員

会

五月が丘地区福祉委員会と障がい者事業所の交流会に

関する実行委員会

ボランティア養成講座実行

委員会
ボランティア養成講座の実行委員会に参加

吹田えぇもんフェスタ実行

委員会
吹田えぇもんフェスタ開催に関すること

五月が丘地区防災委員会 五月が丘地区の防災に関すること



事業実施状況

定例

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

、

伊射奈岐神社へ散歩・中島みゆきの会練習・昼食つくり（餅つき・豚肉の塩だれ炒め・鯖の塩焼き）・レク（生田神社＆南京町）・スィーツ

つくり（ホワイトガトーショコラ・ぜんざい・タルトタタン）・レク（カラオケ）

パン作り・スィーツつくり（ベイクドチーズケーキ・シュークリーム）・昼食作り（トンテキ・カルボナーラうどん・チーズ入りとんか

つ）・写真部梅撮影

外食レク（餃子の王将）・中島みゆきの会練習・スィーツつくり（チョコクッキー）・ハートふれあい祭り・レク（松竹堂）・昼食つくり

（ポキ丼・トンテキ・豚バラ大根・かにかまクリームコロッケ）・公民館講座「つまみ細工」・スタッフ送別会

ボッチャ・七夕飾りつくり・サフラン個展見学・レク（大阪市立科学館）・ベーグルサンド作り・第3者委員聞き取りフィードバック・昼食

レク（焼肉）・蝉取り

レク（五月が丘ふれあいサロン）・地域ポスティングボランティア・中島みゆきの会練習・福祉のひろばミーティング・昼食つくり（クロッ

クムッシュ）・昼食レク（焼きそば・たこ焼き）・大和大学体験談発表・スィーツつくり（胡桃とバナナのパウンドケーキ）

創作活動祝日開所・レク（手作りフェア）・パン作り・昼食つくり（親子丼・きなこごまうどん）・スィーツつくり（おはぎ・紅茶のロール

ケーキ）・公民館講座「姿勢改善ストレッチ」「レジン」・映画レク「君たちはどう生きるか」・五月が丘福祉委員会福祉のひろば

ええもんフェスタちらしポスティング・外食レク（横綱ラーメン・はま寿司）・レク（ミニ夕食会＆花火）・ハロウィン飾り作り・公民館講

座「つまみ細工」・吹田えぇもんフェスタ出品・東佐井寺公民館文化祭・さくらフェスタ・写真部コスモス、コキア撮影・スィーツつくり

（お団子）・昼食作り（大葉のジェノベーゼパスタ・グラタン）・障がい者歯科健診・ハロウィンパーティ

スィーツつくり（ブルーベリーレアチーズケーキ・フロランタン）・昼食つくり（ピーマン入りハンバーグ）・五月が丘防災訓練・クリスマ

スリース作り・)五月が丘スタンプラリー・公民館講座「つまみ細工」・レク（大山崎山荘美術館）・音楽の会、創作啓発動画撮影協力

のぞみ合同プログラム「ボッチャ」・ボランティア養成講座受講生の受け入れ・障がい者週間の市役所ロビー展示・障がい者週間きらめき音

楽の会動画公開・いのこ谷音楽祭・レク（大阪モーターショー）・スィーツつくり（リンゴのコブラ）・クリスマス会・輪にネットin五月が

丘・しめ縄飾り作り・忘年会・大掃除

レク（カフェメルカード）・レク（フタバボウル）・写真部紫陽花撮影・サフランひばりの会に参加・スィーツつくり（バナナパウンド・ぜ

んざい・チョコスコーン）・福祉のひろばミーティング

2023年度

事業所活動

夕食会(週2回)、ストレッチ・ゆるトレ(月4回)、きらめき利用者mtg(週1回)、昼食会(週1回)、のゼミ(月1回)、ひまわり勉強会(隔月1回)、

看護師相談（月1回）、きらめき音楽の会（週1回）、佐竹台地区マンション清掃（週1回）、パソコンサロン（月2回）、サロン（毎日）、

芸術部活動（適宜・週1回：塗り絵・書道・レジン・スクラッチアート・重曹アートなど）・連絡会（偶数月）、ピンポン（月2回）、麻雀

（適宜）、麻雀交流会（月1回）、アムールさん合同創作活動（2か月に1回）・ボランティア交流会（年4回）

お花見＆新規スタッフ歓迎会、水彩画作成、写真部ネモフィラ撮影会・藤棚撮影会、レク（切り博）、ふらっとサロン見学、スィーツつくり

（白あんパウンドケーキ）

レクリエーション（嵐山）・写生・ふらっとサロン見学・レクリエーション（ピカソ展）・防災ワークショップ・レクリエーション（天王寺

動物園）



下郡竜太郎 18 ： 30 ～ 19 ： 30 私らこんなんやってるで～研修（授産の取り組み） 〇 〇 〇 吹田市障がい者の働く場事業団授産部門

渥美結莉 18 ： 30 ～ 19 ： 30 私らこんなんやってるで～研修（授産の取り組み） 〇 〇 〇 吹田市障がい者の働く場事業団授産部門

渥美結莉 16 ： 00 ～ 17 ： 30 のぞみ福祉会の歴史と理念 〇 のぞみ福祉会新人研修

西川瑶子 16 ： 00 ～ 17 ： 30 のぞみ福祉会の歴史と理念 〇 のぞみ福祉会新人研修

鹿末智仁 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 16 ： 30 ～ 18 ： 00 吹田の社会資源 〇 のぞみ福祉会新人研修

西川瑶子 16 ： 30 ～ 18 ： 00 吹田の社会資源 〇 のぞみ福祉会新人研修

渥美結莉 9 ： 00 ～ 18 ： 00 相談支援従事者初任者研修 〇 〇 大阪府障害者福祉事業団

山下秀子 14 ： 00 ～ 16 ： 00
依存症相談対応・基礎研修（Ａ-１）

「ギャンブル等依存症の相談対応について」
〇 大阪府こころの健康総合センター

鹿末智仁 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 16 ： 00 ～ 17 ： 30 地域生活を支える福祉サービスの仕組み 〇 のぞみ福祉会新人研修

西川瑶子 16 ： 00 ～ 17 ： 30 地域生活を支える福祉サービスの仕組み 〇 のぞみ福祉会新人研修

下郡竜太郎 18 ： 30 ～ 20 ： 30 多様性についてどう考える？ 〇 〇 吹田市障害福祉サービス日中活動事業所連絡会

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

鹿末智仁 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 サービス管理責任者基礎研修（リモート） 〇 〇 〇 大阪府社会福祉事業団

渥美結莉 16 ： 00 ～ 17 ： 30 記録の意味と目的 〇 〇 のぞみ福祉会内部研修

西川瑶子 16 ： 00 ～ 17 ： 30 記録の意味と目的 〇 〇 のぞみ福祉会内部研修

山下秀子 14 ： 00 ～ 16 ： 00 自閉症スペクトラムの理解 〇 〇 大阪府発達障がい者支援センターアクトおおさか

終日

2023 年 度 研 修 参 加 実 績

5月16日

6月8日

8月10日

6月16日

6月16日

6月20日、23日

7月10日

7月13日

7月13日

7月21日

7月21日

事業所名：きらめき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①

人

権

②

事

業

③

資

格

5月16日

5月8日

5月8日

⑧

そ

の

他

備 考

④

管

理

者

⑤

新

人

⑥

Ｓ

Ｗ

⑦

法

律
氏名 日 付 研 修 時 間 研 修 テ ー マ

8月7日

6月8日

9月8日

8月9日

8月9日

8月17日

8月17日



渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

鹿末智仁 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 16 ： 00 ～ 17 ： 30 個別支援計画の目的 〇 〇 のぞみ福祉会内部研修

西川瑶子 16 ： 00 ～ 17 ： 30 個別支援計画の目的 〇 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 サービス管理責任者基礎研修 〇 〇 〇 大阪府社会福祉事業団

渥美結莉 サービス管理責任者基礎研修 〇 〇 〇 大阪府社会福祉事業団

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 16 ： 00 ～ 17 ： 30 利用者の話を聞く力 〇 〇 のぞみ福祉会内部研修

西川瑶子 16 ： 00 ～ 17 ： 30 利用者の話を聞く力 〇 〇 のぞみ福祉会内部研修

下郡竜太郎 14 ： 00 ～ 16 ： 00 多様な性のあり方 〇 〇 吹田市社会福祉協議会施設連絡会

渥美結莉 14 ： 00 ～ 16 ： 00 多様な性のあり方（リモート） 〇 〇 吹田市社会福祉協議会施設連絡会

下郡竜太郎 18 ： 30 ～ 20 ： 30 愛着障がいについて 〇 〇 障がい福祉サービス日中活動事業所連絡会

渥美結莉 18 ： 30 ～ 20 ： 30 愛着障がいについて 〇 〇 障がい福祉サービス日中活動事業所連絡会

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 16 ： 00 ～ 17 ： 30 虐待防止について 〇 〇 〇 のぞみ福祉会内部研修

西川瑶子 16 ： 00 ～ 17 ： 30 虐待防止について 〇 〇 〇 のぞみ福祉会内部研修

山下秀子 14 ： 00 ～ 16 ： 00 アルコール依存症の理解と支援 〇 〇 吹田市保健所

山下秀子 13 ： 30 ～ 16 ： 30
希望を引き出せるようになろう！

動機付け面接法を学ぶ～
〇 吹田市保健所

渥美結莉 16 ： 30 ～ 18 ： 00 研修の振り返り 〇 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

西川瑶子 9 ： 30 ～ 12 ： 00 令和5年度吹田市障がい者虐待防止研修 〇 吹田市3月1日

終日

終日

9月14日

9月21日

9月21日

9月26日

9月27日

10月12日

10月20日

10月20日

11月2日

11月2日

11月13日

11月13日

11月16日

11月17日

12月15日

1月18日

1月19日

1月25日

2月15日

11月17日

9月14日



山下秀子 14 ： ００ ～ 16 ： 30 令和5年度吹田市障がい者虐待防止研修 〇 吹田市

下郡竜太郎 14 ： ００ ～ 16 ： 00
亥の子谷・千里ニュータウン地区における 社会資源に

ついて学ぼう！ ～地域で暮らしていくために～
〇 亥の子谷・千里ニュータウン地区合同開催地域会

渥美結莉 14 ： ００ ～ 16 ： 00
亥の子谷・千里ニュータウン地区における 社会資源に

ついて学ぼう！ ～地域で暮らしていくために～
〇 亥の子谷・千里ニュータウン地区合同開催地域会

渥美結莉 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 のぞみ福祉会内部研修

3月13日

3月13日

3月14日

3月1日



1.事業所の状況 定員： 20 名

年齢別利用者数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 合計

男性 0 1 2 3 7 4 17

女性 0 0 1 4 1 2 8

利用期間別利用者数

１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年 １０年以上 合計

男性 2 1 4 3 7 17

女性 1 1 1 2 3 8

障がい種別ごとの利用者数（重複あり）

精神 知的 身体

男性 14 3 0

女性 5 3 0

開所日数と利用実績

年間合計 年間平均

271 23

3282 274

296 25

3

7

21

5

利用相談・
見学者な
ど

苦情受付および事故の状況

苦情 8件

事故 11件

授産活動中(調理・紙すき・配達）による怪我や転倒・やけどなどが3件。配達直後の体調

不良（熱中症のような症状）が１件。階段近くや物干しの近くで転倒しそうになることが

２件。調理器具使用中の事故５件。

利用者間に関するものが１件。作業に関するもの２件。スタッフの体制に関するものが１

件。設備に関するものが４件。

本人や家族からの相談に加え、障がい者相談支援センターや計画相談事業所、他事業所・家族会・障が

い福祉室など、さまざまな関係機関から見学・体験の相談を受けている。

体験利用者数

相談・見学件数

月初在籍者数

新規利用者数

退所者数

2023年度　 サフラン(就労継続支援事業B型)  事業報告

2024/3/31現在

開所日数

延べ利用者数



年間合計 年間平均

収入 9,695,175 807,931

支出 6,276,131 523,011

支払工賃総額 3,647,218 30,393

工賃時給 437

平均工賃月額※ ※別途、あいほうぷ工賃総額90,624円

授産種目①

弁当事業

授産種目②

紙すき

授産種目③

織り

授産種目④

あいほうぷ清掃

授産種目⑤

内職

3.就労支援の状況

年間合計

就職者数 1

フォローアップ件数 0

就労支援の状況 現在、２名の利用者が清掃作業のアルバイトを継続している。

　5回目となる創作展が7月1日～7日開催された。

　今回のテーマは『gradationグラデーション～多様性の許容・落ち着く居場所～』。日々

移り変わるサフランに集う利用者や職員一人ひとりの気持ちや大切なこと好きなことを表

現した。年々、表現に挑戦するする人は増えており、単なる売れ筋の商品販売にこだわる

ことなく、芸術性としてもしっかりとした作品作りができるようになってきている。ま

た、その結果として作品の販売も伸び今年は会期中一週間で45万円を超える売り上げが

あった。準備の段階から、広報・縫製・差し入れなど多くの方々に覚えてそして支えてい

ただいたことを感謝している。

2.生産活動の状況

　吹田市配食サービス事業の委託を受け、竹見台・桃山台地区の指定された独居高齢者宅

へ弁当の宅配および利用者の安否確認を行った。令和５年度末に配食サービス事業の廃止

が決定し、近隣を中心に一般販売数を増やす努力を続けている。その他、地区福祉委員会

から大型の注文を定期的にいただいており、高齢者の方にお届けすることができている。

　現在1名の利用者が清掃作業に参加している。

　パン屋の商品ラベルを個包装袋に貼り付けるシールづくりと貼る作業を請け負ってい

る。元々は、メニュー表の塗り絵作業が苦手な利用者へ提供するために準備されたものだ

が、今では複数の方が取り組むことを希望され、サフランの作業として定着している。



4.事業所での活動内容

①利用者状況

　昨年度は見学者が多い一年だった。精神に特化した就労継続支援B型事業所を必要としている特に若年層の

希望者が多く、体験待ちをしていただくような状況もあった中で、新たに３名の仲間を受け入れている。退所

者は７名、うち1名は長年サフランを利用しながらアルバイトを続けていた方であり、就職という形で送り出

すことができた。一方で、３名の方が内科的な病気が原因で亡くなられた。サフランの歴史とともに歩んで来

られた方が余命宣告後「サフランの仲間がいるから頑張る」という思いを伝えてくださった。この言葉は、本

人が希望する限り利用してもらえるよう応援を続けるという覚悟を持つきっかけになった。その他2名は生活

介護への移行となっている。

　全体的に年齢層が低くなってきていることに対し、戸惑いと寂しさを抱く人たちも出てきている。誰でも働

きたいという思いと体力がある限りサフランにいることができる事を伝え、その戸惑いと寂しさをともに感じ

ながら過ごす時間を持った。利用者の層やニーズが移り変わりながらも、安心してその人として働く場そして

居場所としていられる場を守っていこうと思いを新たにしている。

②「働く」を考え続けた１年

　B型として、サフランとしてその人にとっての「働く」とは何か？考えた年となった。一昨年より障がいの

種別や障がい区分・年齢などそれぞれ大きく異なる方たちの受け入れを行ってきた。次に一般の職場で働く希

望の方もいればサフランを職場として考えておられる方、まずは作業に出てくることを考えておられる方、作

業以前に多くの課題を抱えておられる方など支援の幅の広がりを余儀なくされた。その結果、原点に立ち返り

就労継続支援Ｂ型事業所として「働く」をベースに「働く」からはじまる生産活動、そして働くから始まる余

暇活動やＳＳＴなど試行錯誤を行った。サフランをどのような思いで利用し、サフランを経てどうなっていき

たいのか確認することで支援計画に沿った支援ができるように心掛けている。

③配食事業サービスの廃止に向けて

　今年度末に配食事業サービスが廃止されることを受け、サフラン内で話し合いを重ねた。その結果、廃止後

の4月以降も配食を利用されていた10名の方に対しては最後のお一人が終了するまで責任をもって配達を継続

することを決めた。また、今後青山台地区に根差した弁当屋として活動していくために、近隣地域に向けて積

極的にポスティングでの広報に力を入れた1年だった。多くの新規のお客様が一回限りではなく継続的に利用

くださっており広報の効果を感じている。その他、自治体や福祉委員会など団体で注文をくださる機会も増え

ている。

　また、配食サービス事業スタートの際に、高齢者への配食とともに障がい者の仕事を作ることを大きな柱と

して市は掲げていたため、今後市としてどのような形で仕事を作りだし応援してもらえるのか?障がい福祉室

担当者と交渉を開始している。



⑤生活支援

　一人暮らしの利用者が増える中、関係機関と連携をしながらサフランの強みである「食」を通してのサポー

トに力を入れることができた。普段は身辺自立ができてヘルパーを利用していない人については、公的なサー

ビスをその時だけ利用することは難しく、サフランが隙間を埋める役割を果たした。また、以前より健康な時

から暮らしを支える応援団を増やしていくために計画相談の導入を進めてきた。その甲斐あって、着実に計画

相談の利用へと繋がり、利用者それぞれに必要な応援の輪が広がりつつある。支援者が増えることに伴って情

報の共有やカンファレンスの開催など、より密に連携を図り、本人が希望する暮らしの実現に努めてきた。そ

の他医療機関や関係機関などさまざまな場面において、ご自身の気持ちや状態を説明することに困難を抱える

ケースが多く、コミュニケーションに関わる支援を丁寧に行った。

④生産活動

　調理作業の細分化が定着する中で、携わる利用者が増え、さらに利用者自身の力もついてきている。しか

し、スタッフ含め、全員が調理の経験を持つ人ばかりではないことから、事故につながるケースもあった。調

理に関する教育や仕事内容の整理・見直しの必要性を感じている。

　年々、個展創作の参加者が増える中で、サフランとして日々行わなければならない仕事と創作の時間を分け

て取り組むよう整理を行った。弁当や商品にかかわる作業は平日に、創作については月1回土曜日に開所して

取り組めるように設定をした。調理・事務・創作ともに得意な技術を利用者同士で教え合う姿をよく見かける

ようになっている。その他、仕事の細分化を図り多くの利用者が希望する作業に係ることのできる場面をつく

りだした。



⑥地域交流

　サフランが所在する青山台地域はニュータウンの中でも特に高齢化率が高く、地域住民・行政・大学研究者

さまざまな立場の視点からまちを支える取り組みが始まろうとしている。サフランもその資源の一つとして声

がかかることが多く座談会やイベントの協力・ラジオの出演などその内容は多岐にわたった。またサフランに

隣接した青山台小学校からは授業の一環として2年生の児童の見学を受け入れた。単なる助けてもらう障がい

者団体ではなく、サフランの側からまちを支える団体として認知されてきていることは、これまで地道に活動

を続けてきた結果であり、大きな励みとなっている。これまでは地区福祉委員会を中心とした交流活動を行っ

ていたが、自治会や近隣センター内の店舗の方々、小学校ＰＴＡの保護者など幅の広い交流が生まれつつあ

る。その中で、サフランのことだけを考えるのではなくもう少し広い視野で青山台のまちづくりについて、こ

の地域の中でどのような役割を担っていくことができるのか考えることが増えてきている。

　サフランの認知が広がるとともにボランティアの数も増えており、心強い。問い合わせが増えてくる中、作

業を避けた終礼後の時間のみの受け入れメニューしかないため、なかなかボランティアの希望に添えず他事業

所を紹介せざるを得ない状況になっていることが残念だった。作業とボランティアの住み分けを整理しながら

多くの人がかかわる事業所づくりを行っていきたい。その他、団体に所属していない個人のボランティアをど

のように受け入れるのか考えさせられることも多かった。

　具体的な交流としては、11月には地域の複合施設まちなかリビング北千里のお祭りに参加、松茸ごはん

200食を販売した。また青山台では福祉ふれあい祭りに参加、昨年に引き続き、地域の子どもたちに紙すき教

室を開催し紙すきに取り組む利用者が講師となってワークショップを開催した。当日は精神保健福祉ボラン

ティアグループ「アムール」をはじめ青山台地区福祉委員会、地域の方々も応援にかけつけてくださり賑やか

な一日となった。

　

⑦防災の取り組み

　今年度は実践的な防災の取り組みをどのような形で位置付けていくのか？専門家の意見を聞きながら勉強を

はじめている。４月に福祉総務室へ相談に行き、７月には福祉総務室から３名の職員にサフランへ来ていただ

いた。今期９月には、具体的にどのような個別の防災計画を作成するのか研修を受けた。いよいよ、次回は実

践に落とし込む作業につながるよう計画シートの検討をはじめている。南海トラフを想定し、水没する地域に

住む利用者の特定を行い、災害発生時にどこへ避難するのか？どんな支援を誰に事前にお願いするのか？など

の整理を始める予定である。

2月にはサフラン活動中に地震が発生し裏口側階段が倒壊して使用できない設定での避難訓練を行った。また

3月には神戸の「人と未来防災センター」へ見学研修を実施した。



⑧その他

〇環境整備

(1)これまで利用者全員に対して個人ロッカーをお渡しできていなかったが、窃盗事件をきっかけに利用者全

員に貸与できるよう整備をした。

(2)厨房床面がはがれて躓き転倒が懸念されていた。はがれた部分に業務用マットを敷くことで対応した。

(3)女子トイレに生理用ナプキンを設置した。大変好評で喜ばれている。トイレットペーパーを使うように、

生理時でも安心して過ごしていただけるよう配慮した。

〇利用者の希望に沿った余暇活動

　コロナ禍に計画を断念せざるを得なかった恒例の一泊旅行について、４年ぶりに行くことができた。今回は

近場で計画し、一泊ができない人についても日帰りで参加ができるよう工夫をしたため、多くの利用者が参加

することができた。

　サフランは働く場ではあるがレクリエーションや余暇活動の時間も大切にしている。催し物に参加したり、

季節に合わせたレクリエーションを企画したり、生活での困りごとを解決するために買い物同行を行ったり、

楽しい時間を共有することがその方らしく地域で暮らしていく応援となり、結果的に仕事にも繋がってくると

考えている。そしてその時間の最後には必ずと言っていいほどお茶の時間がある。普段は作業が終わり次第帰

宅される方も喫茶店の誘いには喜んで参加され、別の目的で開催したレクリエーションでも帰る前には喫茶店

で一杯珈琲を飲む時間がある。自宅でも病院でもない外でリラックスして話せる場所になっているのだと感じ

る。そんな場所だからこそ聞かせていただける話があり、作業中には見せない表情で穏やかに過ごされている

その瞬間をこれからも大切にしていきたい。

⑨総括

出会いと別れの多い一年だった。

長年ともに仲間として活動を続けてきた仲間の死と新たな仲間との出会い。サフラン開所から間もなくしてス

タートした高齢者宅への弁当の配達や安否確認を行う配食事業サービスの廃止。長く授産の柱として力を注い

できたものが終わりを迎えた。変化の時は、利用者だけでなく職員も誰にとっても戸惑い不安の日々だった。

しかし、その変化の時間から学ぶものはとても多く、毎回ミーティングで話し合い検討を重ねたプロセスは、

私たちを強めてくれたようにも感じる。作業の中にも一杯のお茶を、深刻な状況の中にもユーモアを、困難な

状況の中にも対話の時間を。このスタンスは今後も変化することなくサフランの強みとして大切にしていきた

い。



5.職員の状況

職員会議の実施状況

回数

24回

12回

10回

6回

法人内のプロジェクト担当

担当者 回数

西 31回

栗田 16回

西・篠原 10回・11回

栗田 ５回

西 9回

西 6回

篠原 7回

西 10回

管理職会議

のぞみスクラム会

法人運営及びその事務に関する打ち合わせ

若手職員で構成。職員間、又は利用者も含めた交流行事の企

画。のぞみ便りの編集。

聞き合うワーク 法人内研修。

利用者、ボランティア、家族、地区福祉委員、相談支援センターや

計画相談事業所など出席。事業所の前月の活動状況と当月の活動予

定の報告など。出席した関係機関の紹介・近況報告も行っている。

内容

連絡会

調理ミーティング

福祉スタッフとメンバーが出席。調理、事務、自主製品（紙すき、

織り）についての話し合い。その他、レクレーションの検討を行っ

ている。

調理スタッフと福祉スタッフが出席。日々の調理に関することや、

調理準備の打ち合わせを行った。その他、物価高による対策の検討

など。

サフランメンバーミーティング

福祉スタッフのみで開催。来月の予定、支援計画見直しについて、

管理者会議内容の報告、問題改善、内部研修、その他連絡など。
サフランスタッフミーティング

名称 内容及び状況

虐待防止の取り組み
法人の虐待防止の取り組みとして、各事業所の利用者から法人や事業

所への意見を聞くための打ち合わせをなどを行う。

スーパービジョン 法人職員からの要請に応じ、相談を受ける。

名称

復帰プログラム メンタル不調における休職者の復帰に関する規程づくり。

家族会 のぞみ家族会にオブザーバーとして参加。

事業所連絡会
近況報告や今後の取り組み内容（虐待防止など）についての検討。

１１月より、各所利用状況や収支の確認、取り組みの報告など。



対外的な活動

担当者 回数

西

篠原

6回

１回

西

栗田

3回

6回

西 １回

全員 5回

栗田
10回

栗田
6回

（5回）

栗田 ２回

福祉職員

利用者
５回

その他

全員 1回

栗田 １回

イエローレシートキャン

ペーン呼びかけ活動

北千里イオンで毎月１１日に行っている呼びかけ活動に

参加。

吹田市障がい福祉サービス

日中活動事業所連絡会

（および役員会）

日中活動事業所職員の意識技術向上のための研修会の企

画・開催、共通する課題についての検討、行政動向の報

告など。

青山台商店会

青山台商店街の運営、敷地建物の管理、商店会イベント

の企画・打ち合わせなど。緊急事態宣言により会場とな

る市民ホールが閉鎖された場合、中止。コロナにより夏

祭りなどの行事は中止となった。

名称 内容及び状況

ヒューマン福祉会評議員会 評議員として出席。

歯科検診 藤田歯科協力。７/20実施。

名称

サフラン紙すき手織り作品

展
豊中スペース草にて。7/1~7/7

授産に関する共同受注の促進、授産製品の販路拡大、事

業所研修など。えぇもんフェスタ開催。

吹田市障がい者の働く場事

業団授産部門会議

佐竹台地区福祉委員会のお

弁当注文
佐竹台地区内の高齢者に向けて弁当を届ける。

青山台地区福祉委員会
青山台地区福祉委員会とサフランの交流イベントの打ち

合わせ・開催。ふくしふれあいまつり実行委員会参加。

吹田市との懇談会
配食サービス事業が終了することに伴う、障がい者の働

く場や優先調達に関する話し合い。



事業実施状況

定例

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

、

初詣（大阪天満宮）、大掃除＆鍋パーティー、フードドライブ協力、本人の語る会ひばり（さたけん家）、第三者委員聞き取り報告会

ハピスマ月間参加、紙刺繍ワークショップ、避難訓練、佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力)、日めくりカレンダー展出展・見学、

ＢＲお茶会、バレーボール観戦、お楽しみ会（焼きそば・ハンバーグ）

青山台地区福祉委員会交流会（梅見）、ハートふれあいまつり、レク（クレープづくり）、防災研修（人と防災未来センター見学）、映

画上映会「バックトゥザフューチャー」、お楽しみ会（すき焼き）、お花見

サフラン個展報告会、調理実習（カステラを作ろう）、本人の語る会ひばり（さたけん家）、レク「個展見学」、歯科検診、

青山台地区福祉委員会交流会（ゲーム大会）、サフラン納会、大和大学出張講座、サマーフェスティバル見学、お楽しみ会（瓦そば）

手作りフェア見学（マイドーム大阪）、佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、ボーリング大会、映画レク「こんにちは、母さ

ん」、ブルーリボン個展見学、本人の語る会ひばり（さたけん家）、一泊旅行（奈良）

映画上映会「リトルマーメード」、佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、障がい者週間の集い動画撮影、餃子パーティ・旅行スラ

イドショー・カラオケ大会、こころサポーター養成講座（メインシアター）

北千里地区公民館文化祭（まちなかリビング北千里）、お楽しみ会（サムギョプサルBBQ）、ピクニック（万博）、青山台福祉ふれあ

いまつり、映画上映会「モアナと伝説の海」、滋賀県日帰り旅行(復帰協主催）

のぞみ合同プログラム「ボッチャ」、ボランティア養成講座受講生の受け入れ、第三者委員聞き取り、障がい者週間の市役所ロビー展

示、障がい者週間サフランパフォーマンス動画公開、ＨＯＰＥひばり合同忘年会、お楽しみ会(唐揚げ）、青山台地区福祉委員会クリス

マス交流会、クリスマス忘年会、納会、大掃除

佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、山田ひろしのまんぷくラジオ出演、食中毒防止勉強会、本人の語る会ひばり（サフラン：

ビーフストロガノフ）、映画レク「大名倒産」、個展『グラデーション』、実習生受け入れ（大阪人間科学大学）

2023年度

事業所活動

メンバーミーティング（月１）、職員ミーティング（月２）、レクレーション（月１）、SST勉強会（月１）、手芸の会クローバー（月

１）、創作デー（月１）、サフカフェプレミアム（月１）、大掃除（月１）、ブルーリボンケーキ販売会（月１）、連絡会（奇数月）、

障がい者歯科検診（年１）、個展（年１）、健康プログラム（月１）、青山台地区福祉委員会交流会（年３）、福祉ふれあいまつり（年

1）、サフランお楽しみ会（月1）、旅行（年１）

イースターエッグを作ろう、本人の語る会ひばり（さたけん家）

青山台地区福祉委員会交流会（バラ園）、佐竹台地区福祉委員会（交流会弁当協力）、はぴすまマルシェ（まちなかリビング北千里）、

ちょっとおでかけ大作戦（いこい飯店）、お楽しみ会（お好み焼き）



栗田みくと 18 ： 00 ～ 19 ： 30 NPO法人Will　第2Nigellaについて 〇 〇 働く場事業団

栗田みくと 16 ： 00 ～ 18 ： 00 のぞみ福祉会の歴史と理念 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 16 ： 00 ～ 18 ： 00 のぞみ福祉会の歴史と理念 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 10 ： 00 ～ 17 ： 00 初級クラスサービスマナーセミナー 〇 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

篠原紗耶花 10 ： 00 ～ 17 ： 00 初級クラスサービスマナーセミナー 〇 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

西田匡希 10 ： 00 ～ 17 ： 00 面接相談援助技術基礎講座 〇 〇 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

西田匡希 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞きあうワーク 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 16 ： 00 ～ 18 ： 00 吹田の社会資源 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

栗田みくと 16 ： 00 ～ 18 ： 00 地域生活を支える福祉サービスの仕組み 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 16 ： 00 ～ 18 ： 00 地域生活を支える福祉サービスの仕組み 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

西知子 18 ： 00 ～ 20 ： 30 防災研修① 〇 〇 吹田市福祉総務室

栗田みくと 18 ： 00 ～ 20 ： 30 防災研修① 〇 〇 吹田市福祉総務室

西田匡希 18 ： 00 ～ 20 ： 30 防災研修① 〇 〇 吹田市福祉総務室

篠原紗耶花 18 ： 00 ～ 20 ： 30 防災研修① 〇 〇 吹田市福祉総務室

西田匡希 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞き合うワーク 〇 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

栗田みくと 16 ： 00 ～ 17 ： 30 新人研修 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 16 ： 00 ～ 17 ： 30 新人研修 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

西田匡希 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞き合うワーク 〇 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

栗田みくと 16 ： 00 ～ 17 ： 30 新人研修 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 16 ： 00 ～ 17 ： 30 新人研修 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

西知子 13 ： 30 ～ 16 ： 30 大阪ダルク30年の軌跡と現在 〇 大阪ダルク

5月16日

5月16日

8月3日

5月30日

8月17日

8月3日

7月21日

8月3日

8月3日

6月16日

2023 年 度 研 修 参 加 実 績 事業所名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サフラン

氏名 開 催 日 研 修 時 間 研 修 テ ー マ

①

人

権

②

事

業
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栗田みくと 13 ： 30 ～ 16 ： 30 大阪ダルク30年の軌跡と現在 〇 大阪ダルク

西田匡希 13 ： 30 ～ 16 ： 30 大阪ダルク30年の軌跡と現在 〇 大阪ダルク

篠原紗耶花 13 ： 30 ～ 16 ： 30 大阪ダルク30年の軌跡と現在 〇 大阪ダルク

西知子 20 ： 00 ～ 21 ： 30 土井高徳先生「愛着障がいについて」 〇 土井高徳

西知子 10 ： 00 ～ 18 ： 00 家族の座 〇

西知子 10 ： 00 ～ 18 ： 00 家族の座 〇

西田匡希 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞き合うワーク 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

栗田みくと 16 ： 00 ～ 17 ： 30 新人研修 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 16 ： 00 ～ 17 ： 30 新人研修 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

西田匡希 13 ： 30 ～ 16 ： 00 こころサポーター養成講座 〇 〇 〇 吹田市福祉部障がい福祉室基幹相談グループ

篠原紗耶花 13 ： 30 ～ 16 ： 00 こころサポーター養成講座 〇 〇 〇 吹田市福祉部障がい福祉室基幹相談グループ

太田房子 13 ： 30 ～ 16 ： 00 こころサポーター養成講座 〇 〇 〇 吹田市福祉部障がい福祉室基幹相談グループ

栗田みくと 20 ： 00 ～ 21 ： 30 土井高徳先生「愛着障がいについて」 〇 土井高徳

篠原紗耶花 20 ： 00 ～ 21 ： 30 土井高徳先生「愛着障がいについて」 〇 土井高徳

栗田みくと 18 ： 00 ～ 20 ： 00 愛着障害について 〇 吹田市障がい福祉サービス　日中活動事業連絡会

西田匡希 14 ： 00 ～ 17 ： 00 聞き合うワーク 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

栗田みくと 16 ： 00 ～ 17 ： 30 新人研修「虐待防止について」 〇 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 16 : 00 ～ 17 ： 30 新人研修「虐待防止について」 〇 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 10 ： 00 15 ： 00 精神保健福祉士模擬試験 〇 日総研

栗田みくと 16 ： 00 17 ： 30 新人研修「研修の振り返り」 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 16 : 00 ～ 17 ： 30 新人研修「研修の振り返り」 〇 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

西知子 17 ： 30 ～ 19 ： 30 虐待防止研修 〇 吹田市集団指導内部リモート研修  

栗田みくと 17 ： 30 ～ 17 ： 40 虐待防止研修 〇 吹田市集団指導内部リモート研修  

篠原紗耶花 17 ： 30 ～ 17 ： 40 虐待防止研修 〇 吹田市集団指導内部リモート研修  

安田茂子 17 ： 30 ～ 17 ： 40 虐待防止研修 〇 吹田市集団指導内部リモート研修  

10月1日

10月1日

10月1日

10月6日

10月7日

10月8日

10月12日

10月20日

10月20日

10月26日

10月26日

10月26日

10月30日

10月30日

11月13日

11月16日

11月17日

11月17日

11月23日

1月17日

1月17日

1月23日

1月23日

1月23日

1月23日



髙橋まい子 17 ： 30 ～ 17 ： 40 虐待防止研修 〇 吹田市集団指導内部リモート研修  

西知子 14 ： 00 ～ 15 ： 00 紙刺繍ワークショップ 社会福祉法人のぞみ福祉会

安田茂子 14 ： 00 ～ 15 ： 00 紙刺繍ワークショップ 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

荒木田芳子 14 ： 00 ～ 15 ： 00 紙刺繍ワークショップ 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

西知子 12 ： 00 ～ 12 ： 30 防災研修② 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

栗田みくと 12 : 00 ～ 12 ： 30 防災研修② 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 12 ： 00 ～ 12 ： 30 防災研修② 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

安田茂子 12 ： 00 ～ 12 ： 30 防災研修② 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

鈴木陽子 12 ： 00 ～ 12 ： 30 防災研修② 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

津久田和子 12 ： 00 ～ 12 ： 30 防災研修② 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

荒木田芳子 12 : 00 ～ 12 ： 30 防災研修② 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

西知子 9 : 00 ～ 18 ： 00 防災研修③ 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

篠原紗耶花 9 ： 00 ～ 18 ： 00 防災研修③ 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

栗田みくと 9 ： 00 ～ 18 ： 00 防災研修③ 〇 社会福祉法人のぞみ福祉会

2月9日

2月9日

2月9日

2月9日

2月9日

3月26日

1月23日

2月2日

2月9日

2月9日

3月13日

2月2日

2月2日

3月7日



1.事業所の状況     2024/3/31現在

開所日数と利用実績

指定特定相談支援事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

月初契約者数 180 172 170 171 171 170 171 171 173 173 173 171

新規相談件数 0 1 5 1 2 5 2 0 1 8 2 2 29

新規契約者数 1 0 2 0 0 1 1 3 1 1 0 1 11

契約終了者数 9 2 1 0 1 0 1 1 1 1 2 1 20

計画 17 16 15 13 13 22 13 13 8 11 18 25 184

モニタリング 122 120 116 126 125 111 126 125 131 125 124 124 1475

指定障害児支援事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

月初契約者数 3 4 4 4 4 4 4 3 3 4 4 3

新規契約者数 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 4

契約終了者数 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 3

計画 1 1 0 0 0 0 2 0 1 0 0 2 7

モニ タリング 2 3 4 4 4 4 2 3 3 4 4 2 39

指定一般相談支援事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

月初契約者数 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

新規契約者数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

支援終了者数 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

訪問 6 4 8 4 3 2 4 3 3 2 2 2 43

苦情及び事故の状況

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総合計 総平均

苦情受付件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事故件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2023年度　シード

（指定特定相談支援・指定障がい児支援・指定一般相談支援）事業報告

苦情及び事故の概要、その後の対応について



2.事業所での活動内容

総括

重点項目①【新規相談と利用契約者数】

 3月末における相談支援、障がい児支援、地域移行を含む3事業の月初利用契約者数は合計175名だった。新規契約者14名に対し、

契約終了者は24名であり、差し引き8名の減少が見られた。契約終了者24名のうち、サービス未利用で手続きが完了していなかっ

たのは9名だが、全体として契約者数の伸びは頭打ちしている。一方で年間を通じてのモニタリング回数と計画回数の合計は、

2022年度の1684回から2023年度は1705回へと21回増となった。

利用終了者の内訳は、福祉サービスの利用を希望しなくなった方が8名で最も多く、次いで転居が2名、他の相談支援事業所への変

更が2名、介護サービスへの移行が1名、長期入院が1名、死亡が1名となった（手続き遅延の9名は除く）。新規紹介元は、本人ま

たは家族から8名と最も多く、一時的な中断後に復帰された方が2名、行政からの紹介が6名だった。地域移行については、2024年

4月に1名が退院に伴い利用終了となったが、新規利用者1名の受け入れを予定している。

重点項目②【地域移行】

  現在支援中のケースは、2023年4月より支援が始まった。対象となる人は、精神科病院に30年近く入院されている方で、長期入

院により病院で の生活が当たり前となり、またその生活に順応されている。ただ、病識は薄く、ご自身の症状は他の人よりも、か

なり軽いとの思いを持っておられた。長期間の入院のため、地域生活に必要不可欠な銀行口座をお持ちでなく、そのため携帯電話が

購入できず、賃貸住宅の契約が困難を極めた。生活保護を受給していることもあり、ご本人を含め、福祉事務所のケースワーカー、

病院のケースワーカーとも協議し、退院先として生活保護法の制度施設、日常生活支援住居施設(日住)を活用することになった。日

住を仮住居とし、入居後1年以内に銀行口座を開設、携帯電話の購入後に通院徒歩圏内の地域で賃貸物件を探すことで退院が決まっ

た。ご本人の金銭に対する不安が高い傾向があり、とりわけ運賃を支払う公共交通機関使用に関して強い拒否があった。地域生活

は、可能な限り徒歩での移動を望まれたため、退院までは、徒歩で通院する場合の道順を事前に一緒に歩き確認するなど、地域生活

への不安軽減支援を主に行った。退院後の生活がイメージできるよう生活必需品の購入に向けての下見や購入価格の確認も複数回

行った。今後も退院に向けて、ご本人の揺れる気持ちに寄り添いながら、関係各所と連携し、支援を継続していく。

重点項目③【終了されるケースに関する支援】

 計画相談支援事業の利用を終了される理由として、利用者が障がい福祉サービスは必要なくなったとして計画相談支援も終了とな

るケースが多くなっている。特に受給者証の更新時や支援区分の更新時に、ご本人が希望され利用を終了されている。このような場

合、できる限り本人、家族、行政職員やこれまでの支援機関職員、医療関係者等とも相談の上で、利用を終了するようにしている。

福祉の支援なしでの生活に挑戦し、難しいと感じた場合は再度利用ができることを声かけさせてもらっている。本年度利用を終了し

た中には、医療を中断している利用者もいたので、保健所の精神担当者と連携して、ご家族への支援を調整した。また転居のケース

に関しては、利用者の支援に関する希望を聞きながら転居先の行政機関職員と引継ぎを行った。

  これまで、新規利用者の依頼は行政機関からが多かったが、今年度に入ってからは利用者本人や家族からの直接依頼が半数を超え

るようになった。特に既存の利用者からの紹介や、のぞみ福祉会の日中活動事業所、過去のシードの地域活動支援センター、委託相

談を利用していた方々からの依頼が増えてきており、非常にありがたい傾向だと考えている。

 さらに、障害福祉サービスだけではなく、生活福祉のワーカーや救護施設の職員と連携し、生活保護の制度を活用するケースも増

えている。また、65歳を超えた利用者や、加齢により現在の福祉サービスだけでは支えきれない方々の介護保険サービスの利用や

移行支援の必要性が高まっている。このように、障害福祉制度だけでなく、生活保護制度や介護保険制度、医療制度など、複数の制

度をまたいだ支援が求められるケースが増加しており、新たな関係者との出会い、それぞれの事業所担当者との連携によるつながり

をより強く意識する年度となった。今後も利用者や家族からの期待に応えられるように、より良い支援をしていきたいと考えてい

る。



3.職員の状況

職員会議の実施状況

名称

相談支援調整会議

検討会議

法人内のプロジェクト担当

名称 回数

管理職会議 12回

全体ミーティング 4回

対外的な活動

名称 担当者 回数

吹田市社会福祉審議会障がい

者施策推進専門分科会
阪本 12回

吹田地域精神医療学習会 中山 12回

吹田市社会福祉協議会法人後

見事業運営委員会
山口 １回

吹田市精神障害者にも対応し

た地域包括ケアシステム専門

部会

中山 1回

よつば会 中山・小暮・原田 0回

回数

42回

46回

内容及び状況

相談支援専門員スケジュール確認、情報の伝達

新規計画相談受け入れについて

法人後見事業に関する実施要綱第3条に規定する法人事業運営委員会の

設置とその運営に関する会議

4月～3月、榎坂病院にて行う院内茶話会を中心に退院への意欲を高めてもら

うための活動。（コロナ感染予防のため中断中で開催できていない。）

内容

のぞみ福祉会の運営に関すること

医療・行政・各事業所・訪問看護など専門家が集まり、それぞれ事例を発表し

支援方法を検討することを目的にしている。また、年に２回程度は公開学習会

として支援者以外の参加も促している。コロナの感染防止のため緊急事態宣言

下ではYouTubeで機関紹介をしている。

内容

障がい者の福祉施策に係る計画の策定その他障がい者の福祉施策の推進につい

ての調査審議

吹田市精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムを構築するための関係

機関会議



山口宗寛 10 : 00 ～ 12 ： 00 出納職員研修 〇 法人内研修

栁田修辞 10 ： 00 ～ 12 ： 00 出納職員研修 〇 法人内研修

三宅見佳 14 ： 00 ～ 16 ： 00 早春期の発達障害その理解と支援 〇 ＷＥＢ研修

小暮和歌子 14 ： 00 ～ 16 ： 00 もっと知ろうよ発達障害 〇 ＷＥＢ研修

小暮和歌子 13 : 30 ～ 16 ： 30 アルコール問題を中心とした依存症について 〇 ＷＥＢ研修

山口宗寛 10 ： 00 ～ 12 ： 00 出納職員研修 〇 法人内研修

栁田修辞 10 ： 00 ～ 12 ： 00 出納職員研修 〇 法人内研修

小暮和歌子 13 ： 30 ～ 16 ： 30 薬物問題を中心とした依存症について 〇 ＷＥＢ研修

新田麻由子 9 ： 30 ～ 17 ： 30 大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

新田麻由子 9 ： 30 ～ 17 ： 30 大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

新田麻由子 9 : 30 ～ 17 ： 30 大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

新田麻由子 9 ： 30 ～ 17 ： 30 大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

新田麻由子 13 ： 30 ～ 17 ： 00 大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

三宅見佳 20 ： 00 ～ 21 ： 30 土井先生のリモート講演会「愛着について」 〇

礒野和美 9 ： 30 ～ 17 ： 30 大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

礒野和美 9 ： 30 ～ 17 ： 30 大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

礒野和美 9 : 30 ～ 17 ： 00 大阪府相談支援従事者初任者研修 〇

小暮和歌子 13 : 00 ～ 16 ： 00
大阪府長期入院精神障がい者退院支援強化事業

「精神科病院職員研修」
〇

2023年4月19日

2023年4月19日

2023年4月23日

2023年6月14日

2023年7月14日

2023年4月24日

2023年5月19日

2023年6月14日

2023年6月30日

2023年7月13日

2023年8月10日

2023年9月8日

2023年10月6日

2023年11月8日

2023年12月11日

2023年9月15日

氏名 開 催 日
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小暮和歌子 13 ： 00 ～ 17 ： 45 介護職員との連携コース 〇

小暮和歌子 9 : 00 ～ 18 ： 00 介護職員との連携コース 〇

小暮和歌子 10 : 00 ～ 12 ： 00 計画相談支援事業者等連絡会 〇

山口宗寛 10 ： 30 ～ 11 ： 30 計画相談支援事業者等連絡会伝達研修 〇

小暮和歌子 10 ： 30 ～ 11 ： 30 計画相談支援事業者等連絡会伝達研修 〇

三宅見佳 10 ： 30 ～ 11 ： 30 計画相談支援事業者等連絡会伝達研修 〇

礒野和美 10 ： 30 ～ 11 ： 30 計画相談支援事業者等連絡会伝達研修 〇

栁田修辞 10 ： 30 ～ 11 ： 30 計画相談支援事業者等連絡会伝達研修 〇

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

2024年3月5日

2024年3月11日

2024年3月21日

2024年3月23日

2024年3月23日

2024年3月23日

2024年3月23日

2024年3月23日



2023年度 エスペランサ（共同生活援助）事業報告（案）

１．利用者の状況

在籍者数 （3月末時点）

性別 人数 男 女

エスペランサ 男 4 2

サテライト 男・女 1 0 1

ピオラ 男・女 4 4

サテライト 男・女 1 0 1

プレジール 男 3 3 48

合計 13 9 2 46

新規利用の状況

2 ／13

※期末時点での空き部屋数です

在籍者の障害支援区分内訳（年度末時点・サテライト含む）

なし 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 合計 平均

エスペランサ 3 3 2

ピオラ 2 2 1 5 2.8

プレジール 3 3 3

合計 0 0 5 5 1 0 0 11 2.6

区分平均＝区分✕人数÷実人数（区分１は一人、区分２は二人と計算）

利用者の障害種別内訳（年度末時点・サテライト含む・重複あり）

身体 知的 精神 合計

エスペランサ 1 2 3

ピオラ 4 4

プレジール 3 3

利用者の日中活動状況（全ホーム、併用あり）

0

・体験利用や問い合わせ見学者の中には知的障害の方も複数おられた。

見学相談・問合せ※空き/部屋数

6

0

6

就労移行支援
就労継続支援

A型

就労継続支援

B型
生活介護

病院デイケア

等
特になし

年度中の利用者の異動

入所者 退所者

0

0

平均

年齢

在籍者数定員

41

0

0

1

0

0

0

47
1

1

2 1

就労

1 3 3 21



日中活動の状

況

利用実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

エスペランサ 83 85 85 84 81 79 62 62 62 61 58 86 888

ピオラ 90 91 90 97 101 114 124 121 135 149 141 150 1,403

プレジール 73 79 79 81 78 80 87 63 63 64 59 64 870

体験利用 1 1 3 2 2 9

合計 246 255 255 263 263 275 273 248 260 274 258 300 3,170

単身生活に向けた取り組み（自立生活支援）

苦情・事故

苦情件数

1

自立生活支援の状況

・単身生活を希望する方に対し、9月末退去を目標に支援を実施。日中事業所、社協金銭

管理と連携して住居探しや引っ越しの手配、家具家電の購入など手伝った。無事9月末に

退去。

・高齢の母が住む実家近くでの単身生活を希望する利用者に支援を開始。転居費用につい

て生活福祉課や社協金銭管理と連絡調整を行い、希望する地域での住居探しなどを始めて

いる。転居の具体的な時期は未定。

生活介護に関して、全員のぞみ共同作業所を利用されている。就Bについては、1名はサフランを

利用しており、2名が他法人の事業所を利用されている。就労移行・就A・病院デイケア等は、他

法人の事業所・病院を利用されている。

0

年下の職員に対し「敬語をきちんと使っていただきたい」と注意をされる。職員自身は使っていたつ

もりでいたが、時々馴れ馴れしい言葉使いになっていたかもしれない。「敬語で話していたつもりで

したが、不快な思いをさせてしまい、申し訳ないです。」と謝罪しており、本人も納得されていた。

以後、言葉遣いには気を付けて支援にあたっている。

事故件数



2.事業所での活動内容

レクリエーション

利用者からの要望はあるが、土日にも訪問活動を行っているため、スタッフの確保が

難しいこと、利用者も個々人の予定があり、日程の調整なども難しいところがあっ

た。また、各ホームに入退去があり、各ホームでの安定の優先をしたため、レクリ

エーションの再開には至っていない。こちらも来年度には実施できるように検討中で

ある。

夕食会

元々はエスペランサのみで行っていたものをピオラ、プレジールと順に開催するよう

になっている。ピオラでは月に２回、プレジールは月に１回と開催頻度は少ないが、

それぞれの利用者の状況もあり、現状の回数を維持していく。ピオラ、プレジールで

はお楽しみ会的な要素にもなっており、日ごろ自炊をしない方が料理もやってみたい

と、料理の日というプログラムの開催につながったり、買い物にひとりで行けない方

が、夕食会の買い出しに一緒に行ってくれるようになり、これまで課題だった外出と

買い物について第一歩目を踏み出すことができた。

部屋の清掃支援

自力での住環境整備・維持が難しい利用者のために、個別対応として行っている。ス

タッフのみでなく利用者自身にも出来る範囲で手伝ってもらい、協働という形をとっ

ている。

他の利用者の部屋の掃除の様子をみて、自分の部屋も掃除したいなど効果が出てい

る。また、どうしてもゴミをためてしまう方にも、日々の訪問時を含め、掃除の日を

設定することで、一定の保清を保つことができている。

訪問

365日、訪問支援を行うことを目標に活動を継続している。2人態勢の訪問が定着し、

利用者から生活面での相談や居室の掃除についての相談も増えている。これまで、一

人で訪問していた時は、どうしても遠慮が出てしまい、言い出しにくい状況を作って

いたのかもしれない。今後も継続して利用者から相談しやすい態勢を維持していく。

夜間支援

夜間の支援として、緊急時の携帯電話を確保し、緊急の場合は、２４時間連絡がつく

ようになっている。夜間の緊急の相談は、現状多くはないが、不安になった時や近隣

の音が大きく、困っているなど、必要に応じて連絡をくれるようになっている。ま

た、かけることはなかったが、いざとなったらつながる安心感があって助かっている

との声も聞いており、土日など支援の手薄な日にも日中に連絡があるなど、活用でき

ている。

利用者ミーティング
コロナ以降、再開できていないが、問題なくやってこれている。しかし、いつまでも

再開できないのはよくないため、来年度、再開していく方向で調整中。



夕食会実施状況…上段：実施回数、下段：延べ参加者数（体験利用者含む）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

12 14 13 13 13 13 12 14 12 10 13 12 151

21 24 25 24 24 26 24 27 23 19 26 24 287

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

6 6 6 6 6 6 8 8 8 10 10 10 90

0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 7

0 0 0 0 0 3 3 2 2 2 2 2 16

※エスペランササテライトは実施なし

3.職員の状況

職種と職員配置（単位：人）

実数

常勤換算

※生活支援員は世話人と兼務。サビ管は世話人と兼務。

1 1 8 7

0.88 0.38 3.13 2.4

関係機関との連携連絡

内科疾患による入院や新規の入居、退去の動きがある１年だった。どの場面でも関係

機関と連絡を取り合い、本人が困らないように調整を行った。

新規の入居の際には、本人の意思と生活状況などを聞き取りながら丁寧に進めたいと

ころであるが、今回は緊急対応という側面もあり、地活センターりあんや吹田保健所

から連絡のあった当日に体験利用という形をとって泊っていただき、その後落ち着い

たときに計画相談を含めて話し合いを持ち、状況の確認、本人の意向の聞き取りも行

い、正式入居に至った。

内科疾患による緊急入院の際には、たまたま訪問してくれていた訪問看護師と相談が

できたことで、即救急搬送の判断を取ることができた。数日発熱が続いていたが、本

人も会話も買い物もできていたため、経過観察していたが、救急搬送した当日は急激

に悪化し、立ち上がることもできなくなっていた。福祉のスタッフだけでは救急車を

呼ぶか躊躇するところもあったが、訪問看護師の勧めもあって、救急要請をし、入院

できたことで事なきを得ることができた。

管理者 サビ管 世話人 生活支援員

エスペランサ

ピオラ+

サテライト

プレジール



職員会議の実施状況

回数

月1回

月1回

月2回

1回

対外的な活動

担当者 回数

阪本 10回

阪本 4回

本宮 ２回

北山 6回

北山 5回

総括

人の配置をしっかりと行い、利用者の話を聞くことを意識した１年であった。コロナ以降できなくなっ

ていたことも多いが、訪問と相談時間の確保、利用者個々人への個別支援（清掃などを中心に）を行え

たことで、利用者とスタッフの関係も変化し、「安否確認と掃除などしてくれる人」から「相談にも

のってもらえる、個別のことでも言っていいんだ」という形に変わったと感じている。

グループホームの特性上、一人ひとりに対応する時間は限られている。しかし、日々の訪問の中で話す

時間を確保するようにした結果、その話の中から出てきた課題を、別の日に支援を組むということがで

きるようになった。

これまでよりも訪問するスタッフも利用者それぞれとの関係性の中で、具体的な提案や支援を行えるよ

うになっていると感じる。

本年度は利用者１名退所、新規利用者４名と利用者が実質３名増えることとなった。時期がかさなるこ

とがあり、スタッフも対応に追われる場面もあったが、それぞれの方が安定して利用継続してくれてい

ることに安心している。

また新規の利用者の影響を受け、これまで作業所に通所できていなかった方が通所するきっかけにな

り、その後安定して利用できるようになったことなど、思いがけない効果もあった。

吹田市グループホーム連

絡会

市内グループホームにかかわる支援者が集まり過大解決を図る。

様々な居住の支援にかかわる情報交換。

事業所連絡会	

サビ菅業務に就くスタッフが集まり、業務の悩みや考えているこ

となどを共有。各事業所の収入状況や新規利用・開所状況などの

確認。				

障害支援区分認定審査会
吹田市が支給決定を行う方の障害支援区分認定について、調査を

もとに検討を行い、区分についての決定を行う。

社会福祉審議会障害者施

策推進専門部会
障害福祉計画策定についての検討。

虐待防止チーム
虐待防止に関することなどについて検討・情報共有。第三者委員

聴き取りも担当。月１回担当者Mtgを開催。				

管理職会議 管理職が集まって、事業運営などについて話し合う。

職員全体ミーティング
全事業所の職員が集まって、事業ごとの報告や全体的な活動について話

し合う。

名称 内容

名称 内容及び状況

スタッフミーティング
グループホームのスタッフ全員で支援方法などについて話し合う。それ

ぞれが参加したものについて伝達研修を行う。

常勤会議 常勤職員が事業の運営や予定について話し合う。



事業所名：

北山晶規 10 ： 00 ～ 17 ： 00 大阪府相談支援従事者初任者研修　2日課程 ○ ○

北山晶規 10 ： 00 ～ 17 ： 00 サービス管理責任者 基礎研修 演習 〇 〇

本宮知純 20 ： 00 ～ 21 ： 30 土井高徳先生のリモート講演会第1回「愛着について」 〇

大原依子 20 ： 00 ～ 21 ： 30 土井高徳先生のリモート講演会第1回「愛着について」 〇

南川直子 20 ： 00 ～ 21 ： 30 土井高徳先生のリモート講演会第1回「愛着について」 〇

大原依子 10 ： 00 ～ 12 ： 00 大和大学　きらめき・ブルーリボン　出張講座　支援の報告 〇

南川直子 11 ： 00 ～ 12 ： 00 大和大学　きらめき・ブルーリボン　出張講座　支援の報告 〇

前田由香 10 ： 00 ～ 12 ： 00 大和大学　きらめき・ブルーリボン　出張講座　支援の報告 〇

北山晶規 14 ： 00 ～ 16 ： 00 アルコール依存症の理解と支援 〇 〇 〇 吹田市保健所依存症地域支援ネットワーク強化事業

大原依子 14 ： 00 ～ 16 ： 00 アルコール依存症の理解と支援 〇 〇 〇 吹田市保健所依存症地域支援ネットワーク強化事業

村本初治 14 ： 00 ～ 16 ： 00 アルコール依存症の理解と支援 〇 〇 〇 吹田市保健所依存症地域支援ネットワーク強化事業

大原依子 17 ： 30 ～ 18 ： 45 障がい等がある人の意思決定支援の考え方や実践を学ぶ 〇 〇 〇
吹田市千里山・佐井寺障害者相談支援センター・吹

田市主催「障がい者相談支援事業地域講座」

塩崎綾香 17 ： 30 ～ 18 ： 45 障がい等がある人の意思決定支援の考え方や実践を学ぶ 〇 〇 〇
吹田市千里山・佐井寺障害者相談支援センター・吹

田市主催「障がい者相談支援事業地域講座」

本宮知純 17 ： 30 ～ 18 ： 45 障がい等がある人の意思決定支援の考え方や実践を学ぶ 〇 〇 〇
吹田市千里山・佐井寺障害者相談支援センター・吹

田市主催「障がい者相談支援事業地域講座」

本宮知純 ： ～ ： 精神医療者は障がい者の人権とどう向き合ってきたか 〇 〇 〇 大阪長期入院精神障がい者退院促進強化事業

北山晶規 ： ～ ： 精神医療者は障がい者の人権とどう向き合ってきたか 〇 〇 〇 大阪長期入院精神障がい者退院促進強化事業

大原依子 ： ～ ： 精神医療者は障がい者の人権とどう向き合ってきたか 〇 〇 〇 大阪長期入院精神障がい者退院促進強化事業

北山晶規 14 ： 00 ～ 16 ： 00 「アフターコロナにおけるこころの健康づくり」 〇 メンタルヘルス市民講演会

大原依子 14 ： 00 ～ 16 ： 00 「アフターコロナにおけるこころの健康づくり」 〇 メンタルヘルス市民講演会

氏名 開 催 日 研 修 時 間 研 修 テ ー マ

エスペランサ（共同生活援助）

④

管

理

者

⑤

新

人

⑥

Ｓ

Ｗ

⑦

法

律

⑧

そ

の

他

備 考

12月15日

12月15日

2023 年 度 研 修 参 加 実 績

②

事

業

③

資

格

①

人

権

10月6日

10月6日

6/20～27

８月２４日～２５日

10月6日

12月13日

12月13日

12月13日

12月15日

1月8日

1月8日

1月8日

1月24日

1月24日

1月24日

2月15日

2月15日

リモート

リモート

リモート



阪本裕貴 14 ： 00 ～ 16 ： 00 吹田市障がい者虐待防止研修会 〇 〇 〇 吹田市虐待防止センター

北山晶規 9 ： 30 ～ 12 ： 00 吹田市障がい者虐待防止研修会 〇 〇 〇 吹田市虐待防止センター

大原依子 9 ： 30 ～ 12 ： 00 吹田市障がい者虐待防止研修会 〇 〇 〇 吹田市虐待防止センター

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

3月1日

3月1日

3月1日
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法人業務の執行状況（2023 年 4 月～2024 年 3 月） 

社会福祉法人のぞみ福祉会 

 

◆法人の概要 

 [ 名   称 ] 社会福祉法人のぞみ福祉会 

 [主 た る 事 務 所] 大阪府吹田市泉町五丁目 9 番 6 号 

 [法人成立年月日] 2003（平成 15）年 3 月 26 日 

[ 事   業 ] 第二種社会福祉事業 

       (ｲ) 特定相談支援事業の経営 

       (ﾛ) 一般相談支援事業の経営 

       (ﾊ) 障害児相談支援事業の経営 

       (ﾆ) 地域活動支援センターの経営 

       (ﾎ) 障害福祉サービス事業の経営 

 

◆法人の役員、評議員 （定数：理事 6 名、監事 2 名、評議員 7 名） 

役職 氏名 任期開始日 任期終了日 理事会出席 評議員会出席 

理事長 山口宗寛 2023 年 6 月 14 日 2025 年 6 月 5 2 

理事 入澤隆一 2023 年 6 月 14 日 2025 年 6 月 5 2 

理事 阪本裕貴 2023 年 6 月 14 日 2025 年 6 月 5 2 

理事 久留宮祐樹 2023 年 6 月 14 日 2025 年 6 月 4 2 

理事 下郡知子 2023 年 6 月 14 日 2025 年 6 月 4 1 

理事 山本圭香 2023 年 6 月 14 日 2025 年 6 月 4 0 

理事 平形恒雄 2021 年 6 月 9 日 2023 年 6 月 14 日 1 1 

理事 下郡竜太郎 2021 年 6 月 9 日 2023 年 6 月 14 日 1 1 

監事 堀田久雄 2023 年 6 月 14 日 2025 年 6 月 4 1 

監事 福岡薫 2023 年 6 月 14 日 2025 年 6 月 4 2 

評議員 利波安紀子 2021 年 6 月 9 日 2025 年 6 月  2 

評議員 高島純子 2021 年 6 月 9 日 2025 年 6 月  2 

評議員 関山隆史 2021 年 6 月 9 日 2025 年 6 月  1 

評議員 吉池毅志 2021 年 6 月 9 日 2025 年 6 月  2 

評議員 尾浦芙久子 2021 年 6 月 9 日 2025 年 6 月  2 

評議員 宮ヶ谷丈史 2021 年 6 月 9 日 2025 年 6 月  0 

評議員 森ますみ 2021 年 6 月 9 日 2025 年 6 月  2 
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◆事業 

 のぞみ共同作業所 

  [事 業 所 の 所 在 地] 吹田市泉町 5-9-6 

  [①障害福祉ｻｰﾋﾞｽの種類] 生活介護 

  [①事 業 所 番 号] 2711600946 

  [①指定更新の有効期間] 2019 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 

 

  [②障害福祉ｻｰﾋﾞｽの種類] 就労定着支援 

  [②事 業 所 番 号] 2711602421 

  [②指定更新の有効期間] 2018 年 10 月 1 日～2024 年 9 月 30 日 

 

  [職 員 体 制]（2024 年 3 月 31 日現在 7 名） 

管 理 者 入澤隆一 

サービス管理責任者 入澤隆一 

その他職員（常勤） 信田涼、山本早紀、三品遥、 

その他職員（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ等） 礒野和美、勝本光子、澤井尚子 

 

 ブルーリボン 

  [事 業 所 の 所 在 地] 吹田市佐竹台 4-11-15 

  [障害福祉ｻｰﾋﾞｽの種類] 生活介護 

  [事 業 所 番 号] 2711601514 

  [指定更新の有効期間] 2018 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日 

  [職 員 体 制]（2024 年 3 月 31 日現在 10 名） 

管 理 者 久留宮祐樹 

サービス管理責任者 久留宮祐樹 

その他職員（常勤） 山本圭香、栗田愛実、西島彩夏、布原義規 

その他職員（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ等） 宮本真希子、稲垣亮祐、宇野田陽子、三瓶和敏、

澤井尚子 

 

 きらめき 

  [事 業 所 の 所 在 地] 吹田市五月が丘南 9-10-101 

  [障害福祉ｻｰﾋﾞｽの種類] 生活介護 

  [事 業 所 番 号] 2711603171 

  [指定更新の有効期間] 2023 年 4 月 1 日～2029 年 3 月 31 日 

  [職 員 体 制]（2024 年 3 月 31 日現在 8 名） 
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管 理 者 下郡竜太郎 

サービス管理責任者 下郡竜太郎 

その他職員（常勤） 山下秀子、渥美結莉 

その他職員（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ等） 伊丹志壽子、稲垣亮祐、松田美佐子、岡山晴香、

西川瑶子 

 

サフラン 

  [事 業 所 の 所 在 地] 吹田市青山台 2-1-9 

  [障害福祉ｻｰﾋﾞｽの種類] 就労継続支援（Ｂ型） 

  [事 業 所 番 号] 2711600953 

  [指定更新の有効期間] 2020 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日 

  [職 員 体 制]（2024 年 3 月 31 日現在 16 名） 

管 理 者 下郡知子 

サービス管理責任者 下郡知子 

その他職員（常勤） 栗田みくと、西田匡希（休職）、篠原紗耶花 

その他職員（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ等） 西村英一、津久田和子、鈴木陽子、池田正夫、高

津雅幸、今中順子、安田茂子、荒木田芳子、山科

敬子、マイナ奈央、太田房子、髙橋麻衣子 

 

 エスペランサ 

  [事 業 所 の 所 在 地] 吹田市五月が丘西 1 B-205 

  [障害福祉ｻｰﾋﾞｽの種類] 共同生活援助 

  [事 業 所 番 号] 2721600035 

  [共 同 住 居] エスペランサ、エスペランササテライト、よつば荘、ピオラのぞ

み、ピオラのぞみサテライト、プレジールのぞみ 

  [指定更新の有効期間] 2018 年 10 月 1 日～2024 年 9 月 30 日 

  [職 員 体 制]（2024 年 3 月 31 日現在 10 名） 

管 理 者 阪本裕貴 

サービス管理責任者 本宮知純 

その他職員（常勤） 北山晶規、鹿末智仁 

その他職員（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ等） 村本初治、大原偉子、前田由香、南川直子、伊郷

梨絵、塩崎綾香 

 

 シード 

  [事 業 所 の 所 在 地] 吹田市泉町 5-9-3-202 

  [①障害福祉ｻｰﾋﾞｽの種類] 一般相談支援事業 

  [① 事 業 所 番 号] 2731600025 



4 

 

  [①指定更新の有効期間] 2019 年 3 月 1 日～2025 年 2 月 28 日 

 

[②障害福祉ｻｰﾋﾞｽの種類] 特定相談支援事業 

  [② 事 業 所 番 号] 2731600025 

  [②指定更新の有効期間] 2018 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日 

   

[③障害福祉ｻｰﾋﾞｽの種類] 障害児相談支援事業 

  [③ 事 業 所 番 号] 2771600034 

  [③指定更新の有効期間] 2018 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日 

  

  [職 員 体 制]（2024 年 3 月 31 日現在 8 名） 

管 理 者 山口宗寛 

サービス管理責任者  

その他職員（常勤）  

その他職員（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ等） 中山恭子、稲葉曉子、三宅見佳、原田清彦、小暮

和歌子、栁田修辞、新田麻由子 

 

◆2023 年度職員の異動（2023 年 4 月～2024 年 3 月） 

採用  

退職 橋本ゆかり 

     鹿末智仁 

        山下秀子（2024 年度よりパートタイム職員として勤務） 

    稲葉曉子 

異動 鹿末智仁（のぞみ共同作業所→きらめき→エスペランサ） 

 布原義規（のぞみ工作所→きらめき→ブルーリボン） 

篠原紗耶花（サフラン→サフラン（正規職員）） 

 西川瑶子（のぞみ工作所→きらめき） 

下郡竜太郎（ブルーリボン管理者兼生活支援員→きらめき管理者兼サービス

管理責任者） 

久留宮祐樹（ブルーリボンサービス管理責任者→ブルーリボン管理者兼サー

ビス管理責任者） 
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◆評議員会 

 ①2023 年 6 月 14 日（定時評議員会） 

開催場所：リモート会議形式での開催。  

出席評議員：利波安紀子、高島純子、吉池毅志、尾浦芙久子、森ますみ 

欠席評議員：関山隆史（診療業務）、宮ヶ谷丈史（体調不良） 

出席監事：堀田久雄、福岡薫 

欠席監事：なし 

議題及び議案、報告事項 

  議題 1. 2022 年度決算（案）の承認について（承認） 

議案 1-1 計算書類（貸借対照表、事業活動計算書、資金収支計算書等）の承認につ

いて（承認） 

議案 1-2 財産目録の承認について（承認） 

報告事項 監事監査の報告 

  議題 2. 理事・監事の選任について（承認） 

議案 2-1 理事候補 山口宗寛（承認） 

議案 2-2 理事候補 入澤隆一（承認） 

議案 2-3 理事候補 阪本裕貴（承認） 

議案 2-4 理事候補 久留宮祐樹（承認） 

議案 2-5 理事候補 下郡知子（承認） 

議案 2-6 理事候補 山本圭香（承認） 

議案 2-7 監事候補 堀田久雄（承認） 

議案 2-8 監事候補 福岡薫（承認） 

 

  報告事項 1. 2022 年度事業報告 

  報告事項 2. 2022 年度のぞみ福祉会法人としての事業報告 

報告事項 3. 虐待防止委員会活動報告 

報告事項 4. のぞみスクラム会活動報告 

報告事項 5. その他活動報告 

 

 ➁2024 年 3 月 27 日 

開催場所：リモート会議形式での開催。  

出席評議員：利波安紀子、高島純子、吉池毅志、尾浦芙久子、森ますみ、関山隆史 

欠席評議員：宮ヶ谷丈史（体調不良） 

出席監事：福岡薫 

欠席監事：堀田久雄 

議案 

   議案 1. 2024 年度事業計画（案）の承認について（承認） 
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   議案 2. 2024 年度予算（案）の承認について（承認） 

   議案 3. 2023 年補正予算（案）の承認について（承認） 

   

◆理事会 

 ①2023 年 5 月 30 日 

  開催場所：のぞみ共同作業所（監事はリモートでの出席） 

  出席理事：平形恒雄、下郡竜太郎、山口宗寛、入澤隆一、阪本裕貴、久留宮祐樹 

  欠席理事：なし 

出席監事：堀田久雄、福岡薫 

欠席監事：なし 

  議案 

   議案 1. 2022 年度事業報告書（案）の承認について（承認） 

   議案 2. 2022 年度決算（案）の承認について（承認） 

   議案 3. 役員の選任について（承認） 

   議案 4. 統括施設長の選任について（承認） 

   議案 5. 就業規則等の一部変更について（承認） 

   議案 6. 2023 年度定時評議員会開催について（承認） 

 

②2023 年 6 月 14 日 

  開催場所：リモート会議形式での開催。 

  出席理事：山口宗寛、入澤隆一、阪本裕貴、久留宮祐樹、下郡知子、山本圭香 

  欠席理事：なし 

出席監事：堀田久雄、福岡薫 

欠席監事：なし 

  議案 

   議案 1.  理事長の選定に関する決議（承認） 

  

 ③2023 年 8 月 29 日 

  開催場所：のぞみ共同作業所（監事はリモートでの出席） 

  出席理事：山口宗寛、入澤隆一、阪本裕貴、久留宮祐樹、下郡知子 

  欠席理事：山本圭香 

出席監事：堀田久雄、福岡薫 

欠席監事：なし 

  議案 

   議案 1.  2023 年度 4～7 月期におけるのぞみ福祉会の運営状況の報告 
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 ④2023 年 11 月 28 日 

  開催場所：のぞみ共同作業所（監事はリモートでの出席） 

  出席理事：山口宗寛、入澤隆一、阪本裕貴、久留宮祐樹、下郡知子、山本圭香 

出席監事：堀田久雄、福岡薫 

欠席監事：なし 

  議案 

   議案 1.  2023 年度 8～10 月期におけるのぞみ福祉会の運営状況の報告 

 

 ⑤2024 年 3 月 12 日 

  開催場所：のぞみ共同作業所（監事はリモートでの出席） 

  出席理事：山口宗寛、入澤隆一、阪本裕貴、久留宮祐樹、下郡知子、山本圭香 

出席監事：堀田久雄、福岡薫 

  議案 

   議案 1.  2024 年度事業計画書(案)の承認について 

   議案 2． 2024 年度予算(案)の承認について 

   議案 3． ブルーリボン（生活介護）運営規程の廃止とブルーリボン（就労継続支援 B

型）運営規程（案）の承認について 

   議案 4． 2023 年度 11～1 月期におけるのぞみ福祉会の運営状況について報告 

   議案 5． 2023 年度補正予算(案)の承認について 

   議案 6． 2023 年度第 2 回評議員会の開催について 

 

 

◆諸規程の変更（2023 年度） 

名   称 変 更 日 変 更 内 容 

就業規則 2023 年 5 月 30 日 遵守事項の追加、ハラスメントの禁止行為及

びハラスメントの相談窓口の設置を新設、懲

戒の種類及び懲戒事由の追加、懲戒の手続を

新設、特別休暇の一部変更 

懲戒委員会規程 2023 年 5 月 30 日 新規 

給与規程 2023 年 5 月 30 日 不就労時の取り扱い（計算式）の変更 

パートタイム職員就業規則 2023 年 5 月 30 日 給与規程の不就労時の取り扱いの変更による

諸手当に関する規定を変更 

嘱託職員就業規則 2023 年 5 月 30 日 給与規程の不就労時の取り扱いの変更による

諸手当に関する規定を変更 

準職員就業規則 2023 年 5 月 30 日 給与規程の不就労時の取り扱いの変更による

諸手当に関する規定を変更 

育児休業等に関する規則 2023 年 5 月 30 日 給与規程の不就労時の取り扱いの変更による

育児短時間勤務の給与額の計算方法を変更 
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介護休業等に関する規則 2023 年 5 月 30 日 給与規程の不就労時の取り扱いの変更による

介護短時間勤務の給与額の計算方法を変更 

ブルーリボン（生活介護）運

営規程 

2024 年 3 月 12 日 事業移行に伴い廃止（2024 年 3 月 31 日

付） 

ブルーリボン（就労継続支援

事業 B 型）運営規程 

2024 年 3 月 12 日 事業移行に伴い新設（2024 年 4 月 1 日付） 

 

◆土地建物の所有・借用状況 

所在地 面積 用途 借用先 契約日 

泉町 5-9-6 

土地 151.57 ㎡ 
法人本部 

のぞみ共同作業所 

自己所有 

2021 年 11 月 5 日

所有権移転 

2021 年 11 月 15 日 

登記 建物 190.90 ㎡ 

泉町 5-9-3-202 建物 51.15 ㎡ シード 
㈱ｱﾙﾃｨｼﾞｱ 

㈱ｾﾞﾛｺｰﾎﾟﾟﾚｰｼｮﾝ 
2014 年 3 月 14 日 

佐竹台 4-11-15 建物 89.00 ㎡ ブルーリボン 川崎薫 2003 年 4 月 1 日 

佐竹台 4-11-15 

S-205 
建物 39.50 ㎡ ブルーリボン ﾀｸﾄ㈱ 2011 年 12 月 21 日 

佐竹台 4-11-15 

E-201 
建物 66.97 ㎡ ブルーリボン ﾀｸﾄ㈱ 2020 年 10 月 25 日 

五月が丘南9-10 建物 124.40 ㎡ きらめき 

小上元武→ 

2023 年 10 月 1 日

サンキ㈱に移動 

2012 年 4 月 1 日 

青山台 2-1-9 
土地 105.28 ㎡ 

サフラン 柴田量一 2003 年 4 月 1 日 
建物 187.32 ㎡ 

泉町 5-9-3-207 建物 51.15 ㎡ エスペランサ事務所 ㈱ｱﾙﾃｨｼﾞｱ 2017 年 3 月 1 日 

五月が丘西 1 番 

B-205 
建物 81.29 ㎡ GH（エスペランサ） 阪田博通 2003 年 4 月 1 日 

江坂町 3-8-4 

土地 94.54 ㎡ 

GH（よつば荘） 山口宗寛 

2012 年 11 月 27 日 

2023 年 10 月 31 日

解約 
建物 121.19 ㎡ 

藤が丘町 18-35 

ﾚｵﾊﾟﾚｽ藤が丘 1

番館 

建物 5 室 GH（ﾋﾟｵﾗのぞみ） ㈱ﾚｵﾊﾟﾚｽ 21 2014 年 2 月 20 日 

藤が丘町 18-34 

ﾚｵﾊﾟﾚｽ藤が丘 2

番館 

建物 1 室 GH（ﾋﾟｵﾗのぞみ） ㈱ﾚｵﾊﾟﾚｽ 21 2015 年 7 月 30 日 

山手町 1-21-21 

ﾚｵﾊﾟﾚｽ KOTOH 
建物 1 室 GH（エスペランサ） ㈱ﾚｵﾊﾟﾚｽ 21 2015 年 12 月 18 日 

千里山高塚24-5 

千里山 N ﾊｳｽ 

土地  
GH（ﾌﾟﾚｼﾞｰﾙのぞみ） 

長田尭子 

（㈲宝塚不動産） 
2016 年 7 月 1 日 

建物 85.04 ㎡ 

佐井寺 1-3456-

1 
駐車場 1 台 駐車場 ㈱奥暉 2014 年 11 月 16 日 

泉町 5-9-3 駐車場 3 台 駐車場 ㈱ｱﾙﾃｨｼﾞｱ 2017 年 8 月 1 日 
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◆吹田市との委託契約 

吹田市配食サービス事業（サフラン）    2023 年 4 月 1 日 

  委託料 1 食あたり \ 450 

 

◆大阪市との委託契約 

 障がい支援区分認定調査業務（大阪市）    2023 年 4 月 1 日 

  委託料 1 件あたり \ 6,926 

 

◆委嘱契約 

 受嘱者 株式会社会計事務アウトソーシング（2010 年 8 月 1 日～） 

  1.記帳代行 

  2.会計相談 

 

◆業務委託契約 

 受託者 未来消防設備株式会社（2022 年 3 月～） 

  1.消防設備等保守点検業務 

  2.消防用設備等点検結果報告書の作成、提出等 

  

受託者 綜合警備保障株式会社（2013 年 4 月～） 

  1.ALSOK ホームセキュリティ 

  2.業務遂行のため必要とする機器等の設置工事 

 

受託者 黒岩社会保険労務士事務所 社会保険労務士黒岩智子（2017 年 7 月 1 日～） 

  1.労働・社会保険諸法令に基づく書類の作成、提出等 

  2.労働・社会保険諸法令に基づく帳簿類の作成、管理、保管等 

  3･給与計算等 

 

◆サービス利用 

 ホームページ運用サポートサービス ＜株式会社ディーエスブランド＞ 

（2017 年 5 月～） 

 クラウドサービス for Office365 ＜リコージャパン株式会社＞ 

（2020 年 8 月～） 
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◆助成金（大阪労働局他） 

1 

名 称 両立支援等助成金（新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症小学校休業等対応コース）12 月分 

申請日 2023 年 5 月 11 日 

結 果 2023 年 7 月 20 日 支給決定 支給決定金額 ￥58,485 

 

◆届出 

 就業規則変更届（茨木労働基準監督署）   2023 年 6 月 12 日 

 労基法 36 条協定届（茨木労働基準監督署）  2023 年 8 月 28 日 

 

◆登記（大阪法務局北大阪支局） 

2023 年 6 月 26 日  理事長 山口宗寛 

    資産総額の変更（113,043,937 円） 

 

◆補助金交付申請 

 吹田市障害者グループホーム運営事業補助金  2023 年 4 月 1 日 

  施設借上費補助交付申請額 \ 1,574,000 

 

 吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2023 年 7 月 18 日 

  交付申請額（ブルーリボン）    4 月分 \   174,606 

                   5 月分 \   174,606 

                   6 月分 \   174,606 

                   合 計 \ 523,818 

 

 吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2023 年 7 月 13 日 

  交付申請額（サフラン）      4 月分 \   573,703 

                   5 月分 \   573,703 

                   6 月分 \   573,703 

                   合 計 \ 1,721,109 

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2023 年 7 月 19 日 

  交付申請額（のぞみ共同作業所）  4 月分 \   149,662 

                   5 月分 \   149,662 

                   6 月分 \   149,662 

                   合 計 \  448,986 
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 吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2023 年 7 月５日 

  交付申請額（きらめき）      4 月分 \   149,662 

                   5 月分 \   149,662 

                   6 月分 \   149,662 

                   合 計 \  448,986 

  

吹田市障害福祉サービス事業所等物価高騰対策応援金  2023 年 9 月 8 日 

 交付申請額 生活介護（のぞみ共同作業所） ¥ 100,000 

       就労定着（のぞみ共同作業所） ¥ 50,000 

       生活介護（ブルーリボン）   ¥ 100,000 

       生活介護（きらめき）     ¥ 100,000 

       就労継続支援（サフラン）   ¥ 100,000 

       共同生活援助（エスペランサ） ¥ 300,000 

       計画相談支援（シード）    ¥ 50,000 

       合 計 ￥800,000 

 

大阪府社会福祉施設等物価高騰対策一時支援金（第 2 弾）2023 年 9 月 21 日 

 交付申請額 生活介護（のぞみ共同作業所） ¥ 54,000 

       就労定着（のぞみ共同作業所） ¥ 22,000 

       生活介護（ブルーリボン）   ¥ 54,000 

       生活介護（きらめき）     ¥ 54,000 

       就労継続支援（サフラン）   ¥ 54,000 

       共同生活援助（エスペランサ） ¥ 109,200 

       計画相談支援（シード）    ¥ 22,000 

       合 計  ¥369,200 

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2023 年 10 月 23 日 

  交付申請額（ブルーリボン）    7 月分 \   174,606 

                   8 月分 \   174,606 

                   9 月分 \   174,606 

                   合 計 \ 523,818 

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2023 年 10 月 19 日 

  交付申請額（サフラン）      7 月分 \   573,703 

                   8 月分 \   573,703 

                   9 月分 \   546,128 

                   合 計 \ 1,693,534 
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吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2023 年 10 月 19 日 

  交付申請額（のぞみ共同作業所）  7 月分 \   149,662 

                   8 月分 \   149,662 

                   9 月分 \   149,662 

                   合 計 \  448,986 

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2023 年 10 月 4 日 

  交付申請額（きらめき）      7 月分 \   149,662 

                   8 月分 \   149,662 

                   9 月分 \   149,662 

                   合 計 \  448,986 

 

 吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2024 年 1 月 19 日 

  交付申請額（ブルーリボン）    10 月分 \   798,196 

                   11 月分 \   798,196 

                   12 月分 \   199,549     

                   合 計 \ 1,795,941 

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2024 年 1 月 19 日 

  交付申請額（サフラン）      10 月分 \   573,703 

                   11 月分 \   573,703 

                   12 月分 \   573,703 

                   合 計 \ 1,721,109 

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2024 年 1 月 16 日 

  交付申請額（のぞみ共同作業所）  10 月分 \   473,929 

                   11 月分 \   473,929 

                   12 月分 \   473,929 

                   合 計 \ 1,421,787   

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2024 年 1 月 5 日 

  交付申請額（きらめき）      10 月分 \   224,493 

                   11 月分 \   224,493 

                   12 月分 \   224,493 

                   合 計 \  673,479 
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大阪府社会福祉施設等物価高騰対策一時支援金（第 3 弾）2024 年 1 月 15 日 

 交付申請額 生活介護（のぞみ共同作業所） ¥ 54,000 

       就労定着（のぞみ共同作業所） ¥ 22,000 

       生活介護（ブルーリボン）   ¥ 54,000 

       生活介護（きらめき）     ¥ 54,000 

       就労継続支援（サフラン）   ¥ 54,000 

       共同生活援助（エスペランサ） ¥ 109,200 

       計画相談支援（シード）    ¥ 22,000 

       合 計  ¥369,200 

  

 吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2024 年 4 月 8 日 

  交付申請額（ブルーリボン）    1 月分 \   199,549 

                   2 月分 \   199,549 

                   3 月分 \   199,549 

                   合 計 \ 598,647 

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2024 年 4 月 16 日 

  交付申請額（サフラン）      1 月分 \   573,703 

                   2 月分 \   573,703 

                   3 月分 \   573,703  

                   合 計 \ 1,721,109 

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2024 年 4 月 8 日 

  交付申請額（のぞみ共同作業所）  1 月分 \   473,929 

                   2 月分 \   473,929 

                   3 月分 \   473,929  

                   合 計 \ 1,421,787   

 

吹田市重度障害者通所型障害福祉サービス事業補助金 2024 年 4 月 3 日 

  交付申請額（きらめき）      1 月分 \   224,493 

                   2 月分 \   224,493 

                   3 月分 \   224,493 

                   合 計 \  673,479 
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◆損害保険 （保険期間 2023 年 4 月 1 日～2024 年 4 月 1 日） 

契約者名 事業主体 賠償種類 場所 保険金額 

のぞみ福祉会 のぞみ福祉会 施設 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 6 か所 5,000 万円 

のぞみ福祉会 のぞみ共同作業所 業務 泉町 5,000 万円 

のぞみ福祉会 シード 業務 泉町（2 か所） 5,000 万円 

のぞみ福祉会 エスペランサ 業務 泉町 5,000 万円 

のぞみ福祉会 きらめき 業務 五月が丘南 5,000 万円 

のぞみ福祉会 ブルーリボン 業務 佐竹台 5,000 万円 

のぞみ福祉会 ブルーリボン 生産物（喫茶） 佐竹台 5,000 万円 

のぞみ福祉会 サフラン 業務 青山台 5,000 万円 

のぞみ福祉会 サフラン 生産物（弁当） 青山台 5,000 万円 

 

 

◆火災保険 

事業主体 保険会社 保険 保険金額 保険期間 

のぞみ福祉会 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 100 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（五月が丘西）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 1,000 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 

のぞみ福祉会 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 100 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（山手町）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 500 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 

のぞみ福祉会 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 100 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（江坂町）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 1,500 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 

のぞみ福祉会 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 100 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（藤が丘町）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 1,500 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 

のぞみ福祉会 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 100 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（藤が丘町）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 500 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 

のぞみ福祉会 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 100 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（千里山高塚）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 2,000 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 

のぞみ福祉会 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 3,000 万円 開始 2022 年 4 月 1 日 

（泉町）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 万円 終了 2027 年 4 月 1 日 

のぞみ共同作業所 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 100 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（泉町）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償  終了 2024 年 4 月 1 日 

シード 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 100 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（泉町）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償  終了 2024 年 4 月 1 日 

きらめき 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 200 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（五月が丘南）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 1,000 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 

ブルーリボン 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 150 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（佐竹台 喫茶）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 1,000 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 

ブルーリボン 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 50 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（佐竹台 S205）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 1,000 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 

ブルーリボン 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 50 万円 開始 2023 年 4 月 1 日 

（佐竹台 E201）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 1,500 万円 終了 2024 年 4 月 1 日 
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サフラン 東京海上日動火災保険 企業総合保険 火災 400 万円 開始 2022 年 4 月 1 日 

（青山台）  ｵｰﾙﾘｽｸ 賠償 2,000 万円 終了 2023 年 4 月 1 日 

ｴｽﾍﾟﾗﾝｻ事務所 あんしん認可特定保険 事務所ｺｰｽ 火災 800 万円 開始 2023 年 3 月 1 日 

（泉町）   賠償 1,300 万円 終了 2025 年 2 月 28 日 

 

◆自動車保険 （保険期間 2023 年 4 月 1 日～2024 年 4 月 1 日） 

車両番号 大阪 480 み 5189 大阪 504 つ 4416 大阪 480 と 1899 大阪 581 よ 1288 

使用主体 のぞみ共同作業所 ブルーリボン サフラン サフラン 

保険種類 一般用総合自動車保

険（AAI） 

一般用総合自動車保

険（AAI） 

一般用総合自動車保

険（AAI） 

一般用総合自動車保

険（AAI） 

保険会社 AIG 損害保険

（株） 

AIG 損害保険

（株） 

AIG 損害保険

（株） 

AIG 損害保険

（株） 

対人賠償 無制限 無制限 無制限 無制限 

対物賠償 無制限（免責金額

なし） 

無制限（免責金額

なし） 

無制限（免責金額

なし） 

無制限（免責金額

なし） 

人身傷害補償 5000 万円 5000 万円 5000 万円 5000 万円 

自損事故 （人身傷害補償保

険で補償） 

（人身傷害補償保

険で補償） 

（人身傷害補償保

険で補償） 

（人身傷害補償保

険で補償） 

無保険者傷害 無制限 無制限 無制限 無制限 

搭乗者傷害 500 万円 

一時金払い 

治療日数 5 日未満

は定額 10,000 円 

500 万円 

一時金払い 

治療日数 5 日未満

は定額 10,000 円 

500 万円 

一時金払い 

治療日数 5 日未満

は定額 10,000 円 

500 万円 

一時金払い 

治療日数 5 日未満

は定額 10,000 円 

車両保険 150 万円（免責金

額なし） 

補償なし 補償なし 補償なし 

等級 ﾉﾝﾌﾘｰﾄ 20 等級

（割引 63%） 

ﾉﾝﾌﾘｰﾄ 20 等級（割

引 63%） 

ﾉﾝﾌﾘｰﾄ 20 等級

（割引 63%） 

ﾉﾝﾌﾘｰﾄ 20 等級（割

引 63%） 

多数割引 5% 5% 5% 5% 

運転者年齢

条件 

なし 21 歳以上限定 なし 26 歳以上限定 

備  考 ・ﾘｰｽ契約    

 

 

 

 

◆リース契約 

設置場所 リース会社 物件名 リース契約期間 切替 

本部 ﾘｺｰﾘｰｽ おりこうﾌﾞﾛｸﾞ AI おまかせﾌﾟﾗﾝ 開始 2022 年 5 月 1 日 
 

 A081507039 （追加ﾗｲｾﾝｽ） 終了 2027 年 4 月 30 日 
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本部 ｵﾘｺｵｰﾄﾘｰｽ ﾀﾞｲﾊﾂﾊｲｾﾞｯﾄｶｰｺ（゙大阪 480 み 5189） 開始 2022 年 10 月 28 日 

 
 

0011-0014-

9600-5252 
（車台番号 S700V-0045467） 

終了 
2027 年 10 月 27 日 

本部 

 

ﾘｺｰﾘｰｽ 

A082407127 

RICHO IM C2500FLT（ｺﾋﾟｰ機） 

富士通 LIFEBOOK A5511/HX FMVA92054P 

開始 

終了 

2022 年 8 月 1 日 

2027 年 7 月 31 日 

 

 

のぞみ共同作業所 三菱 HC ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｰｽ ND ｿﾌﾄｳｪｱ福祉利用者管理ｿﾌﾄ 開始 2021 年 10 月 1 日 
 

 1053-9295-2700  終了 2026 年 9 月 30 日 

のぞみ共同作業所 三菱 HC ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｰｽ RICHO PJ WX2440（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ） 開始 2021 年 10 月 1 日 
 

 1054-0626-8900  終了 2026 年 9 月 30 日 

のぞみ共同作業所 ﾘｺｰﾘｰｽ RICHO DD5450（印刷機） 開始 2018 年 5 月 1 日 終了 

  A066662476  終了 2023 年 4 月 30 日 

のぞみ共同作業所 ﾘｺｰﾘｰｽ RICHO IM C3500F（ｺﾋﾟｰ機） 開始 2022 年 5 月 1 日 
 

 A081505966  終了 2027 年 4 月 30 日 

のぞみ共同作業所 ﾘｺｰﾘｰｽ 天吊自在形ﾜﾝﾀﾞ風流ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 開始 2018 年 9 月 1 日 
終了 

 A067966797 （FUP112DG） 終了 2023 年 8 月 31 日 

のぞみ共同作業所 ﾘｺｰﾘｰｽ 富士通 LIFEBOOK A576/TX FMVA3703LP 開始 2019 年 5 月 1 日 

  A069910110 富士通 LIFEBOOK A576/TX FMVA3702NP 終了 2024 年 4 月 30 日 

  ND ｿﾌﾄｳｪｱほのぼの使用権ﾊﾟｯｸ   

エスペランサ 三菱 HC ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｰｽ RICHO IM C2500F（ｺﾋﾟｰ機） 開始 2021 年 4 月 13 日 
 

 1052-3910-7700  終了 2026 年 4 月 12 日 

シード 三菱 HC ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｰｽ HP 450G8 3D3X5PA/CSN ﾘｺｰ 5 年ﾓﾃﾞﾙ 開始 2021 年 10 月 1 日 
 

 1054-0625-5500  終了 2026 年 9 月 30 日 

シード 

 

ﾘｺｰﾘｰｽ 

A083367722 

RICHO IM C300F（ｺﾋﾟｰ機） 

 

開始 

終了 

2022 年 5 月 1 日 

2027 年 4 月 30 日 
 

ブルーリボン 三菱 HC ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｰｽ RICOH IM C2500F（ｺﾋﾟｰ機） 開始 2020 年 9 月 2 日 
 

 1050-3496-0500 HP ProBook450 7PJ63PA#ABJ 終了 2025 年 9 月 1 日 

ブルーリボン ﾘｺｰﾘｰｽ 
more 障がい福祉利用者管理ｼｽﾃﾑ使

用権ﾊﾟｯｸ 
開始 2021 年 10 月 1 日 

 

 A079087838 HP 450G8 3D3X5PA/ABJ 終了 2026 年 9 月 30 日 

ブルーリボン ﾎｼｻﾞｷﾍﾟﾝｷﾞﾝﾘｰｽ ｷｭｰﾌﾞｱｲｽﾒｰｶｰ IM-35M-1 開始 2020 年 1 月 17 日 

 
 000545410 ﾃｰﾌﾞﾙ型冷凍庫 FT-63PTE1 終了 2026 年 1 月 16 日 

  ﾃｰﾌﾞﾙ型冷凍冷蔵庫 RFT-150MTCG-ML   

  ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾚﾝｼﾞ 1210-H533   

ブルーリボン ﾎｼｻﾞｷﾍﾟﾝｷﾞﾝﾘｰｽ ﾃｰﾌﾞﾙ型冷蔵庫 RT-115MTCG 開始 2019 年 1 月 23 日 

 
 000511267 四面ｶﾞﾗｽｼｮｰｹｰｽ AGV-90X 終了 2025 年 1 月 22 日 

  ﾀﾞｲｷﾝｴｱｺﾝ SZRH80BCT   

  ﾀﾞｲｷﾝｴｱｺﾝ SZRH140BC   

ブルーリボン ﾘｺｰﾘｰｽ NEC VERSAPRO-J VUT25/F-4･WIN10PRO 開始 2019 年 5 月 1 日 
 

 A070662759 NEC VERSAPRO-J VUT25/F-4･WIN10PRO 終了 2024 年 4 月 30 日 

きらめき ﾘｺｰﾘｰｽ RICOH IM C2500F（ｺﾋﾟｰ機） 開始 2021 年 1 月 1 日 
 

 A076699506  終了 2025 年 12 月 31 日 

きらめき ｵﾘｴﾝﾄｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 

自動ﾄﾞｱ設置工事 

開始 2022 年 3 月 15 日 

 
 

0011-0014-

6390-5336 
終了 2027 年 3 月 14 日 
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きらめき 
三菱 HC ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｰｽ 

1053-9297-3000 

more 障がい福祉利用者管理ｼｽﾃﾑ使

用権ﾊﾟｯｸ 

開始 

終了 

2021 年 10 月 1 日 

2026 年 9 月 30 日 
 

サフラン ﾘｺｰﾘｰｽ RICOH IM C2500F（ｺﾋﾟｰ機） 開始 2020 年 10 月 1 日 
 

 A073902378  終了 2025 年 9 月 30 日 

サフラン ﾘｺｰﾘｰｽ RICHODD5440（印刷機） 開始 2018 年 12 月 1 日 
終了 

 A067659797  終了 2023 年 11 月 30 日 

サフラン 

 

三菱 HC ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｰ

ｽ 

1053-9296-1300 

more 障がい福祉利用者管理ｼｽﾃﾑ使

用権ﾊﾟｯｸ 

開始 

終了 
2021 年 10 月 1 日 

2026 年 9 月 30 日 
 

サフラン ﾘｺｰﾘｰｽ 富士通 LIFEBOOK A5510/FX FMVA88047P 開始 2021 年 5 月 1 日 
 

 A078386971 富士通 LIFEBOOK A5510/FX FMVA88047P 終了 2026 年 4 月 30 日 

サフラン 
三井住友ﾄﾗｽﾄ･ﾊﾟﾅ

ｿﾆｯｸﾌｧｲﾅﾝｽ 
ﾎｼｻﾞｷ縦型冷凍冷蔵 HRF-120AFT-1 

開始 
2022 年 3 月 16 日 

 

 5003214564  終了 2028 年 3 月 15 日 

サフラン 
三井住友ﾄﾗｽﾄ･ﾊﾟﾅ

ｿﾆｯｸﾌｧｲﾅﾝｽ 
ﾎｼｻﾞｷ縦型冷蔵 HR-63AT-1 

開始 
2022 年 3 月 16 日 

 

 5003214578  終了 2028 年 3 月 15 日 

サフラン ﾘｺｰﾘｰｽ 富士通 LIFEBOOK A5511/HX FMVA92054P 開始 2022 年 5 月 1 日 
 

 A080776982 富士通 LIFEBOOK A5511/HX FMVA92054P 終了 2027 年 4 月 30 日 

サフラン 
三井住友ﾄﾗｽﾄ･ﾊﾟﾅ

ｿﾆｯｸﾌｧｲﾅﾝｽ 
ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵｰﾌﾞﾝ（MIC-5TC3） 

開始 
2023 年 1 月 30 日 

 

 5003416684  終了 2029 年 1 月 29 日 

 

◆リース契約（再リース） 

設置場所 リース会社 物件名 リース契約期間 切替 

サフラン 
三菱電機ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ

ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 
ﾎｼｻﾞｷ電解水生成装置 ROX-15WC 

開始 
2023 年 2 月 10 日 

終了 

 000445409 ﾎｼｻﾞｷ軟水機 SSH-03C 終了 2024 年 2 月 9 日 

のぞみ共同作業所 

ﾘｺｰﾘｰｽ 

A066662476-

000 

RICHO DD5450（印刷機） 

開始 

終了 
2023 年 5 月 1 日 

2024 年 4 月 30 日 
新規 

のぞみ共同作業所 
ﾘｺｰﾘｰｽ 

A067966797 

天吊自在形ﾜﾝﾀﾞ風流ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 

（FUP112DG） 

開始 

終了 

2023 年 9 月 1 日 

2024 年 8 月 31 日 
新規 

サフラン ﾘｺｰﾘｰｽ 

A067659797 

RICHODD5440（印刷機） 開始 

終了 

2023 年 12 月 1 日 

2024 年 11 月 30 日 
新規 

サフラン 
三菱電機ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ

ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 
ﾎｼｻﾞｷ電解水生成装置 ROX-15WC 

開始 
2024 年 2 月 10 日 

新規 

 000445409 ﾎｼｻﾞｷ軟水機 SSH-03C 終了 2025 年 2 月 9 日 
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